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史
料
紹
介
と
解
説
・
衡
平
氏
家
譜 

平
良 

勝
保 

 
史
料
解
説
（
そ
の
来
歴
と
成
立
の
背
景
） 

 

は
じ
め
に 

 

「
衡
平
氏

こ
う
へ
い
う
じ

(1)

」
の
出
自
と
概
要
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
渡
久
山
知
良

『
渡
久
山
知
章
の
生
涯
』
（
一
九
九
八
年
、
私
家
版
）
で
、
「
衡
平
氏

家
譜
正
統
」
が
多
く
活
用
さ
れ
「
衡
平
氏
」
の
来
歴
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
が
、
私
家
版
で
発
行
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
部
の
縁
者
の
み
紹
介
さ

れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
小
稿
で
は
、
渡
久
山
章
氏
よ
り
提
供
い
た
だ

い
た
家
譜
の
コ
ピ
ー
の
一
部
、
手
書
き
の
ノ
ー
ト
、
家
系
図
に
加
え
、

前
掲
の
『
渡
久
山
知
章
の
生
涯
』
を
参
照
し
、
「
衡
平
氏
家
譜
」
を
復

元
す
る
と
と
も
に
、
新
し
い
知
見
を
加
え
、
衡
平
氏
の
来
歴
と
首
里
・

那
覇
の
衡
氏
と
宮
古
島
(2)

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
み
た

い
。
な
お
、
「
衡
平
氏
家
譜
」
の
原
本
は
痛
み
が
激
し
い
た
め
、
原
本

を
確
認
す
る
こ
と
は
現
在
困
難
で
あ
る
。
史
料
提
供
と
小
稿
作
成
に
ご

協
力
し
て
い
た
だ
い
た
渡
久
山
章
氏
（
元
琉
球
大
学
教
授
）
に
感
謝
も

う
し
あ
げ
ま
す
。 

 

一 

衡
平
氏
の
来
歴
と
衡
平
氏
家
譜
の
成
立 

 

１ 

衡
平
氏
の
来
歴 

 

「
衡
平
氏
家
譜
」
に
は
、
「
家
譜
序
」
に
相
当
す
る
記
事
は
な
い
。

ま
た
、
宮
古
に
お
け
る
初
代
で
あ
る
「
知
何
」
の
項
に
も
、
成
立
の
経

緯
に
つ
い
て
は
特
に
何
も
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
「
知
何
」
の
家
譜
記
録

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
「
知
何
」
の
項
の
記
事
は
、
以
下
の
通
り
で
あ

る
。 

 
 

知
何
名
嘉
真
尓
也 

 
 

童
名
屋
真
戸 

 
 

父
照
屋
筑
登
之
親
雲
上
知
□
(3)

四
代
名
嘉
真
知
香 

 
 

母
西
仲
宗
根
村
百
姓
金
女
免
嘉 

 
 
 

康
煕
四
十
九
年
庚
寅
八
月
十
八
日
生 

 
 
 

乾
隆
四
十
九
年
甲
辰
七
月
十
二
日
去
、
号
自
心
妙
性
、
行
年
七
十
九 

 
 

乾
隆
十
五
年
甲
午
九
月
九
日
生
(4) 

 

尚
穆
王
世
代 

 
 

乾
隆
二
十
九
年
甲
申
八
月
五
日
、
結
片
髪 

 
 

同
五
十
年
乙
巳
三
月
二
日
去
、
号
峯
皎
行
歳
三
十
六 

 

宮
古
島
に
お
け
る
初
代
の
「
知
何
」
は
、
王
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た
詰

医
者
「
知
香
」
と
百
姓
の
女
の
間
に
生
ま
れ
た
庶
子
（
現
地
妻
の
子
）

で
あ
っ
た
。
「
衡
姓
家
譜
支
流
」
（
複
写
本
、
那
覇
市
立
博
物
館
所
蔵
）

に
よ
れ
ば
「
知
香
」
は
、
衡
氏
四
世
支
流
の
小
宗
で
、
そ
の
家
譜
に
は
、

「
乾
隆
十
三
〔
一
七
五
〇
〕
年
戊
辰
二
月
十
九
日
、
宮
古
島
詰
医
者
と

為
る
。
翌
年
四
月
初
七
日
、
那
覇
よ
り
開
船
す
。
十
三
日
、
宮
古
島
に

到
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
原
漢
文
、
後
掲
「
衡
姓
家
譜
支
流
抜
粋
」
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参
照
の
こ
と
。
以
下
「
知
香
」
に
関
す
る
記
述
は
同
家
譜
に
よ
る
）
。

康
煕
四
十
年
辛
巳
〔
一
七
〇
一
〕
九
月
二
十
四
日
の
生
ま
れ
で
あ
る
か

ら
、
単
純
計
算
(5)

で
四
十
九
歳
の
と
き
に
、
宮
古
島
に
赴
任
し
て
い
る
。

「
知
何
」
が
生
ま
れ
た
の
は
、
そ
の
翌
年
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
知
香
に
は
、
「
知
何
」
以
前
に
、
宮
古
島
に
男
子
が
い

た
。
家
譜
に
よ
れ
ば
名
を
「
松
金
」
と
い
い
、
母
は
宮
古
島
東
仲
宗
根

村
の
高
良
尓
也
の
妹
、
「
保
那
人
」
で
、
雍
正
十
一
〔
一
七
三
三
〕
年

七
月
八
日
に
生
ま
れ
、
宮
古
島
に
居
住
し
て
い
る
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。

三
十
二
歳
の
時
の
子
で
あ
る
が
、
家
譜
の
記
事
に
は
知
香
の
動
向
は
何

も
記
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

知
香
は
康
煕
六
十
一
〔
一
七
二
二
〕
年
、
二
十
一
歳
の
時
、
中
国
の

福
州
に
お
い
て
陳
希
聖
に
師
事
し
て
医
道
を
約
一
年
間
学
び
、
雍
正
二

〔
一
七
二
四
〕
年
、
二
十
三
歳
の
時
も
福
州
に
赴
き
師
方
脉

し
ほ
う
み
ゃ
く

（
医
師
）

の
陳
壁
光羽
か
ら
二
年
間
、
「
医
伝
」
を
受
け
、
一
七
二
四
年
に
も
鹿
児

島
の
師
方
脉
・
野
呂
玄
幸
か
ら
も
医
術
の
指
導
を
受
け
て
い
る
。
知
香

は
、
「
松
金
」
が
生
ま
れ
る
前
年
ま
で
に
、
医
者
と
し
て
の
訓
練
を
受

け
て
い
た
。
当
時
「
詰
医
者
」
の
制
度
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
臨
時

的
な
派
遣
医
者
と
し
て
宮
古
島
に
赴
い
た
た
め
に
、
家
譜
に
記
載
さ
れ

な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。 

 

２ 

「
衡
平
氏
家
譜
」
成
立
の
背
景 

 

「
衡
平
氏
」
の
家
譜
は
、
一
七
六
四
年
（
知
何
、
成
人
と
な
る
）
か

ら
一
七
八
五
年
（
享
年
）
ま
で
の
間
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

宮
古
の
家
譜
作
成
は
、
雍
正
七
年
〔
一
七
二
九
〕
に
認
め
ら
れ
た
が
、

白
川
氏
宗
家
の
家
譜
は
一
七
五
四
年
、
忠
導
氏
宗
家
の
家
譜
は
一
七
五

七
年
と
、有
力
士
族
の
宗
家
の
家
譜
で
さ
え
も
実
際
に
成
立
し
た
の
は
、

十
八
世
紀
半
ば
で
あ
っ
た
(6)

。
名
嘉
真
知
香
が
詰
医
者
と
し
て
赴
任
し

た
の
は
乾
隆
十
四
年
〔
一
七
四
九
〕
当
時
、
宮
古
島
で
は
家
譜
作
成
の

許
可
は
出
て
い
た
も
の
の
ま
だ
家
譜
は
成
立
し
て
お
ら
ず
、
有
力
士
族

で
さ
え
も
家
譜
編
集
の
途
中
で
あ
っ
た
。
「
衡
平
氏
家
譜
」
の
成
立
は
、

宮
古
に
お
け
る
家
譜
作
成
の
隆
盛
期
と
も
重
な
っ
て
い
る
。
十
八
世
紀

末
と
い
う
時
代
性
が
「
衡
平
氏
」
の
家
譜
成
立
を
も
た
ら
し
た
と
い
え

よ
う
。
家
譜
の
作
成
と
所
持
に
は
、
蔵
元
の
系
図
座
の
許
可
が
必
要
で
、

認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
先
祖
の
功
績
が
必
要
と
さ
れ
た
。
知
何
の
父

知
香
の
功
績
も
大
き
か
っ
た
が
、
こ
の
外
に
も
、
衡
氏
係
累
の
功
績
も

大
き
か
っ
た
（
後
述
）
。 

 

二 

知
香
と
衡
氏
係
累
の
事
績 

 

 

１ 

知
香
の
事
績
に
つ
い
て 

 
既
述
の
よ
う
に
、
知
香
に
は
、
一
七
三
三
年
生
ま
れ
の
「
松
金
」
と

い
う
男
子
が
宮
古
島
に
い
る
こ
と
か
ら
、
一
七
三
二
年
頃
、
医
者
と
し

て
宮
古
島
に
滞
在
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
一
七
四
九
年
か

ら
二
年
間
、
疱
瘡
治
療
の
た
め
に
、
宮
古
島
に
赴
任
、
治
療
に
当
た
っ
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て
い
る
。
家
譜
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
原
漢
文
）
。 

 
 

乾
隆
六
年
辛
酉
四
月
二
十
一
日
、
宮
古
島
人
民
等
出
痘
に
因
り
、

調
治
す
る
事
の
為
に
す
。
御
典
薬
と
し
て
令
を
奉う

け
、
彼
島
に
赴

く
。
是
に
因
り
、
彼
〔
詰
医
者
〕
足
役
と
為し

て
、
御
書
院
に
在
り

て
、
夜
御
番
職
を
勤つ

く

す
。
翌
年
五
月
十
三
日
に
至
り
て
交
代
す
。 

 

御
書
院
の
御
典
薬
に
任
じ
ら
れ
、
宮
古
島
に
出
向
と
い
う
形
で
赴
任

し
て
い
る
。
「
宮
古
島
在
番
記
」
（
以
下
単
に
「
在
番
記
」
と
記
す
）

に
よ
れ
ば
、
同
年
疱
瘡
治
療
の
た
め
、
「
御
医
者
」
一
人
と
同
「
相
附
」

三
人
が
王
府
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
、
相
附
の
一
人
が
島
で

亡
く
な
っ
て
い
る
(7)

。
そ
の
た
め
、
知
香
が
代
わ
り
と
し
て
赴
任
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
「
在
番
記
」
に
は
、
「
儀
間
里
之
子
親
雲
上
」

が
乾
隆
十
四
年
〔
一
七
四
九
〕
か
ら
十
六
年
ま
で
の
詰
医
者
と
し
て
赴

任
し
て
い
る
(8)

。
「
衡
氏
支
流
家
譜
」
に
よ
れ
ば
、
実
際
に
は
一
七
五

〇
年
に
赴
任
し
て
い
る
。
「
宮
古
に
赴
任
し
た
頃
は
「
儀
間
村
」
を
知

行
地
〔
官
人
に
与
え
ら
れ
る
領
地
が
あ
る
村
〕
ま
た
は
、
「
名
島
」
〔
知

行
地
で
は
な
い
が
そ
の
地
名
を
名
乗
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
。
知
行
地
か

名
島
か
不
明
の
た
め
、
便
宜
上
「
名
島
」
と
記
す
〕
(9)

と
し
て
い
た
た

め
、
「
儀
間
里
之
子
親
雲
上
」
を
名
乗
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
宮
古
の
「
衡

平
氏
家
譜
」
に
は
、
「
名
嘉
真
知
香
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の

後
、
乾
隆
二
十
六
年
、
恩
納
間
切
名
嘉
真
地
頭
職
に
任
ぜ
ら
れ
た
た
め

で
あ
る
。
当
時
は
、
知
行
地
（
地
頭
を
命
ぜ
ら
れ
た
村
）
の
名
を
名
乗

る
の
が
慣
例
で
あ
っ
た
。
な
お
、
家
譜
に
よ
れ
ば
、
知
香
は
、
当
初
医

師
名
を
「
儀
間
清
温
」
と
名
乗
り
、
そ
の
後
「
名
嘉
真
清
林
」
と
変
え

て
い
る
。 

 

衡
氏
家
譜
に
は
、
宮
古
島
に
お
け
る
大
き
な
功
績
と
し
て
、
次
の
記

事
が
収
録
さ
れ
て
い
る
（
原
漢
文
）
。 

 
 

乾
隆
十
三
年
戊
辰
二
月
十
九
日
、
宮
古
島
詰
医
者
と
為
る
。
翌
年 

 
 
 
 
 
 

 
 

四
月
初
七
日
、
那
覇
よ
り
開
船
す
。
十
三
日
、
宮
古
島
に
到
る
。 

 
 

 
 

十
一
月
、
中
国
商
船
一
隻
、
保
良
村
に
漂
流
し
、

礁
か
く
れ
い
わ

に
衝あ

た

り
て 

 

 
 

打
破
せ
ら
れ
、
即た

だ

ち
に
在
番
役
・
首
長
等
、
彼
の
処
に
到
り
、
飄

た
だ
よ
え 

 
 

る
人
に
発
病
有あ

る
者
は
、
即た

だ

ち
に
薬
法
を
以
て
之こ

れ

を
調
治
す
。
庚 

 
 

午
年
三
月
、
琉
球
国
に
遣
送
す
。
辛
未
正
月
、
伊
豆
国
大
島
商
船 

 
 

一
隻
、
其そ

の
地
に
飄

た
だ
よ

い
て
到
り
、

礁
か
く
れ
い
わ

に
擱あ

た

り
て
打
破
せ
ら
れ
、 

 
 

即た
だ

ち
に
在
番
役
等
、
其
の
処
に
到
り
、
難
人
に
病
有

や
ま
い
あ

れ
ば
之こ

れ

を
調 

 
 

治
す
。
三
月
遣
送
琉
球
国
、
公
務
全
く
竣
る
。
閏
五
月
十
九
日
、 

 
 

彼
の
地
よ
り
開
船
す
。
二
十
四
日
帰
国
。 

 

知
香
は
、
通
常
の
勤
務
の
ほ
か
、
中
国
商
船
や
伊
豆
国
の
遭
難
船
の

病
人
や
怪
我
人
の
治
療
に
あ
た
っ
て
い
る
（
宮
古
島
以
外
の
事
績
に
つ

い
て
は
、
後
掲
の
資
料
参
照
の
こ
と
）
。 

 

宮
古
の
衡
平
氏
は
、
衡
氏
の
詰
医
者
儀
間
里
之
子
親
雲
上
＝
名
嘉
真

知
香
を
ル
ー
ツ
と
し
、
宮
古
で
生
ま
れ
た
「
知
何
」
か
ら
広
が
っ
て
い

っ
た
一
族
だ
と
い
え
る
。
「
衡
平
」
氏
と
い
う
氏
姓
に
な
っ
た
の
は
、
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宮
古
で
は
、
士
族
の
氏
姓
は
「
複
姓
」
〔
二
文
字
〕
が
原
則
で
あ
っ
た

た
め
、
「
衡
」
に
「
平
」
を
付
け
て
名
乗
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

            

２ 

衡
氏
と
宮
古
島 

 
 

詰
医
者
儀
間
里
之
子
親
雲
上
＝
名
嘉
真
知
香
以
外
に
も
、
衡
氏
の
係

累
あ
る
い
は
係
累
と
推
定
さ
れ
る
医
者
が
宮
古
島
に
は
多
く
派
遣
さ
れ

て
い
る
。 

 

乾
隆
六
年
（
一
七
四
一
）
に
も
、
疱
瘡
治
療
の
た
め
、
宮
古
島
に
派

遣
さ
れ
た
４
名
の
な
か
の
「
医
師
相
附
」
（
副
医
師
）
の
「
久
場
淳
流
」

も
(10)

、
「
久
場
」
の
名
島
か
ら
衡
氏
の
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
宮
古

で
最
初
の
詰
医
者
（
一
七
四
四
～
一
七
四
六
）
と
な
っ
た
、
「
久
場
里

之
子
親
雲
上
」
も
、
同
様
で
あ
る
（
年
代
が
近
い
こ
と
か
ら
あ
る
い
は

同
一
人
物
か
も
知
れ
な
い
）

(11)

。
そ
し
て
、
三
代
目
の
詰
医
師
と
し
て

乾
隆
十
四
年
（
一
七
四
九
）
派
遣
さ
れ
た
の
が
、
「
儀
間
里
之
子

．
．
．
親
雲

上
」
で
あ
る
。
七
代
目
の
詰
医
者
「
安
慶
田
里
之
子
親
雲
上
」

(12)

、
八

代
目
の
詰
医
者
「
知
念
里
之
子
親
雲
上
」

(13)

も
、
そ
の
名
島
か
ら
衡
氏

の
係
累
と
見
ら
れ
る
。 

 

十
九
世
紀
末
に
著
さ
れ
た
『
氏
集
』
に
記
さ
れ
る
分
家
初
代
の
名
島

は
、
十
〇
家
中
四
家
が
「
知
念
」
と
な
っ
て
い
る
（
後
で
詳
述
）
。
ま

た
、
『
那
覇
市
史 

資
料
編
１
巻
８
家
譜
資
料
四
』
に
収
録
さ
れ
て
い

る
。
「
新
参
衡
姓
家
譜
支
流
」
に
記
さ
れ
た
、
名
島
名
を
列
挙
す
る
と

知
念
５
・
饒
平
名
８
・
久
場
６
と
な
っ
て
い
る

(14)

。 

 

十
二
代
目
の
詰
医
者
「
知
念
春
林
＝
知
迩
」
」

(15)

も
衡
氏
の
医
者
で

あ
る
。
知
迩
の
父
は
知
見
と
い
い
、
最
初
（
一
七
〇
一
年
）
は
、
知
香

の
父
知
光
に
つ
い
て
医
道
を
学
ん
で
い
る

(16)

。
知
迩
と
知
香
は
と
も
に

四
世
で
、
初
代
知
武
の
ひ
孫
に
あ
た
り
、
再
従
兄
弟
の
関
係
に
な
る
。 

 

衡
氏
の
な
か
で
も
、
知
迩
は
、
衡
氏
の
な
か
で
も
宮
古
島
で
最
も
大

き
な
功
績
を
挙
げ
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
功
績
に
つ
い
て
は
、
「
新
参

衡
姓
家
譜
」
に
詳
し
い
の
で
、
以
下
に
全
文
を
読
み
下
し
で
掲
げ
て
み

た
い
（
原
漢
文
，
括
弧
内
は
筆
者
に
よ
る
説
明
）

(17)

。 

 
 

乾
隆
三
十
五
年
庚
寅
二
月
朔
日
、
宮
古
島
詰
医
者
の
命
を

奉
た
て
ま
つ

り
、

辛
卯
の
年
三
月
二
十
八
日
、
那
覇
よ
り
開
船
し
、
馬
歯
山
（
慶
良
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間
諸
島
）
に
到
る
。
彼
の
地
よ
り
放
洋
す
る
こ
と
三
日
、
四
月
一

日
、
宮
古
島
に
到
る
。
但
、
多
良
間
島
、
洪
波

つ

な

み

に
よ
り
て
而
〈
爾
〉

来
（
そ
れ
か
ら
）
、
飢
饉
、
餓
死
者
・
飢
疫
者
、
洊
臻

せ
ん
し
ん

（
す
べ
て

を
覆
う
こ
と
）
し
、
数
は
、
勝た

え
る
べ
か
ら
ず
。
其そ

の
酋
長
船
を

遣
わ
し
て
報し

ら

せ
る
に
、
知
迩
来
た
り
て
療
治
を
為な

さ
ん
事
を
。
在

番
役
筆
者
湛
名
嘉
真
筑
登
之
親
雲
上
、
乗
法
頭
目
下
地
親
雲
上
朝

宜
に
各
役
を
卒
領

ひ

き

い

て
扡
船
に
坐
駕
せ
ん
こ
と
を
令

い
い
つ

く
る
。
十
一
月

十
四
日
開
船
、
彼
の
島
に
到
る
。
則た

だ

ち
に
、
同
其そ

の
酋
長
、
病
家

の
巡
察
に
心
を
尽
す
。
医

く
す
し

知
迩
竭
力
し
細
思
す
。
朝
夕
二
次
、
看

脉
（
脈
を
診
る
＝
診
察
）
・
調
治
（
治
療
）
す
と
雖

い
え
ど

も
、
然
る
に

日
の
食
は
継つ

づ

が
ず
。
因
り
て
病
症
未
だ
効
ぜ
ず
。
知
迩
、
米
二
包

・
粟
六
包
・
鰹
二
百
個
、
早
晩
二
次
分
け
付
け
ん
こ
と
を
発
す
。

各
役
粥
を
煮
て
、
番
所
に
お
い
て
し
、
飢
疲
者
に

餉
か
れ
い
い

（
食
料
を

送
る
）
す
。
著
実

ち
ゃ
く
じ
つ

に
用
心
し
、
病
者
は
調
治
す
。
漸
く

愈
い
よ
い
よ

、
翌

年
正
月
の
間
に
到
り
、
病
者
は
全
く
拴な

お

る
。
二
月
九
日
、
彼
島
開

船
、
行
く
こ
と
半
途
に
到
り
、
陡

に
わ
か

に
颱
風
に
遭
い
、
十
二
日
、
本

国
に
飄
到
す
。
二
十
八
日
、
在
番
役
筆
者
氏
名
嘉
真
筑
登
之
親
雲

上
、
頭
目
向
裔
氏
、
本
国
開
船
令し

む
。
処
々
投
碇
、
三
月
三
日
、

宮
古
島
に
到
る
。
公
務
全
く
完お

へ
、
癸
巳
の
年
、
六
月
二
十
二
日
、

彼
の
島
よ
り
開
洋
し
、
二
十
四
日
、
帰
国
す
。 

 
 

知
迩
は
、
乾
隆
大
波
（
い
わ
ゆ
る
明
和
の
大
津
波
）
直
後
に
、
宮
古

に
赴
任
し
、
被
害
が
も
っ
と
も
深
刻
で
あ
っ
た
多
良
間
島
に
直
ち
に
渡

り
、
一
年
余
に
亘
り
、
病
人
介
抱
と
島
の
復
興
に
あ
た
っ
た
。
そ
の
後
、

宮
古
本
島
に
渡
る
途
中
、
台
風
に
遭
い
、
沖
縄
本
島
に
戻
さ
れ
た
が
、

再
び
宮
古
島
に
渡
り
、
二
年
間
の
任
務
を
全
う
し
た
（
そ
の
功
績
に
つ

い
て
は
本
稿
末
資
料
参
照
）
。
そ
の
功
績
に
よ
っ
て
、
二
度
褒
賞
さ
れ

て
い
る

(18)

。 

 

三 

首
里
・
那
覇
の
衡
氏 

 

『
氏
集
』
〔
一
八
七
〇
年
代
頃
の
成
立
〕
に
よ
れ
ば
、
衡
氏
の
家
譜

は
、
十
一
冊
〔
十
二
家
〕
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

(19)

。
そ

の
す
べ
て
が
、
「
新
参
」
〔
十
七
世
紀
末
以
降
に
士
族
に
取
り
立
て
ら

れ
た
家
系
〕
の
「
儀
間
筑
登
之

．
．
．
親
雲
上
知
武
」
を
ル
ー
ツ
と
し
て
い
る
。

十
九
世
紀
末
に
は
、
「
譜
代
」
が
六
、
「
新
参
」
が
六
と
な
っ
て
い
る
。

大
宗
儀
間
筑
登
之
親
雲
上
知
武
は
、
そ
の
後
の
子
孫
の
系
譜
か
ら
考
え

て
、
医
学
の
素
養
を
認
め
ら
れ
て
、
「
新
参
」
の
「
士
」
（
系
持
）
と

な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

『
氏
集
』
に
よ
れ
ば
、
衡
氏
は
、
首
里
系
に
二
家
が
あ
り
、
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
／
は
原
文
改
行
を
示
す
）
。
な
お
、
『
氏
集
』

で
は
、
里
之
子
や
筑
登
之
な
ど
が
略
記
号
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
次
の

と
お
り
漢
字
に
直
し
た
。 
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元
祖
諱
照
屋
筑
登
之
親
雲
上
知
武
二
子
諱
士
英
知
／
念
筑
登
之
親
雲
上
知
意 

 

 
 

衡
氏 

安
慶
田
筑
登
之
親
雲
上 

 
 

元
祖
諱
照
屋
筑
登
之
親
雲
上
知
武
三
世
諱
応
哲
儀
間
清
／
林
知
光
支
流
二
子
諱 

 
 

克
明
名
嘉
真
筑
登
之
親
雲
上
親
雲
上
知
香 

  

衡
氏 

 

名
嘉
真
筑
登
之
親
雲
上 

 

二
番
目
の
衡
氏
が
、
宮
古
島
の
衡
平
氏
の
ル
ー
ツ
の
家
で
あ
る
。
も

と
も
と
は
、
「
新
参
」
で
那
覇
系
士
族
で
あ
っ
た
衡
氏
の
う
ち
、
二
家

が
首
里
系
譜
代
の
家
系
と
な
っ
て
い
る
。
御
典
薬
と
な
っ
た
こ
と
が
、

首
里
へ
移
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
新
参
」
か
ら
「
譜

代
」
へ
の
昇
格
は
、
大
き
な
功
績
が
あ
っ
た
場
合
か
、
献
金
等
で
王
府

に
功
績
の
あ
っ
た
者
に
認
め
ら
れ
る
。
宗
家
は
、
一
九
世
紀
末
で
は
ま

だ
新
参
で
あ
る
。
知
香
の
家
筋
は
、
分
家
の
中
で
も
、
大
き
な
功
績
を

も
た
ら
し
た
家
筋
で
あ
っ
た
。
『
氏
集
』
に
掲
げ
ら
れ
た
那
覇
系
の
衡

氏
の
一
覧
を
以
下
に
示
し
て
お
く
（
上
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
筆
者
に
よ

る
）

(20)

。
『
氏
集
』
の
並
び
か
ら
見
て
、
「
那
覇
士
族
」
に
分
類
さ
れ

て
い
る
。 

 

1 

新
参
大
宗
諱
衡
思
義
儀
間
筑
登
之
親
雲
上
知
武 

新
参
衡
氏 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

多
賀
良
筑
登
之
親
雲
上 

 

2 

新
参
元
祖
照
屋
筑
登
之
親
雲
上
知
武
二
世
知
念
筑
登
之
親
／
雲
上
知
意
支

流
三
子
衡
応
祚
知
念
筑
登
之
親
雲
上
知
見 

 

新
参
衡
氏 

饒
平
名
筑
登

之
親
雲
上 

 

3 

新
参
元
祖
諱
衡
思
義
照
屋
筑
登
之
親
雲
上
知
武
五
世
備
瀬
筑
登
之
親
／
雲

上
知
実
支
流
三
子
衡
学
礼
備
瀬
筑
登
之
知
休 

新
参
衡
氏 

備
瀬
筑
登

之
親
雲
上 

 

4 

新
参
元
祖
諱
照
衡
思
義
屋
筑
登
之
親
雲
上
知
武
四
世
知
念
筑
登
之
親
／
雲

上
知
良
支
流
五
子
衡
升
備
瀬
筑
登
之
親
雲
上
知
安 

 

新
参
衡
氏 

備
瀬

筑
登
之
親
雲
上 

 

5 

新
参
元
祖
衡
思
義
照
屋
筑
登
之
親
雲
上
知
武
三
子
衡
士
／
壁
大
湾
筑
登
知 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 

健 

新
参
衡
氏 

備
瀬
筑
登
之
親
雲
上  

 

6 

新
参
元
祖
諱
衡
思
義
照
屋
筑
登
之
親
雲
上
知
武
六
世
知
念
筑
登
／
之
親
雲

上
知
休
支
流
二
子
衡
守
業
照
屋
仁
屋
知
紀 

譜
代
衡
氏 

備
瀬
真
三
良 

 
 

7 

新
参
元
祖
照
屋
筑
登
之
親
雲
上
知
武
支
流
四
子
衡
士
禎
照
屋
仁
屋
知
貫 

 
 
 

 

 
 

 
 

新
参
衡
氏 

譜
代
衡
氏 

嘉
手
納
筑
登
之
親
〔
雲
上
〕
勢
理
客
筑
登 

 
 

 
 

 
 

 

之
親
雲
上 

 

8 

新
参
元
祖
照
屋
筑
登
之
親
雲
上
知
武
三
世
嘉
手
納
筑
登
之
親
雲
上
／
知
永

衡
必
和
嘉
手
納
筑
登
之
親
雲
上
知
好 

 

譜
代
衡
氏 

譜
代
二
世 

嘉
手

納
筑
登
之 

 

9 
新
参
元
祖
照
屋
筑
登
之
親
雲
上
知
武
二
子
知
念
筑
登
之
親
雲
上
／
知
意
支 

 
 
 
 

 
 

 

 
 

 
 

流
二
子
衡
応
彦
知
念
林
仙
知
安 

譜
代
衡
氏 

知
念
筑
登
之
親
〔
雲
上
〕 

 

こ
の
ほ
か
、
那
覇
系
と
思
わ
れ
る
「
衡
氏
筑
登
之
親
雲
上
宣 

備
瀬

筑
登
之
」
の
名
が
見
え
る

(21)

。 

『氏集 首里那覇』 
 注19より転載 
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こ
の
う
ち
、
活
字
化
さ
れ
て
い
る
家
譜
は
、
「
2 

新
参 

三
世
知
念

筑
登
之
親
雲
上
知
見
」
の
係
累
の
家
譜
の
み
で
あ
る

(22)

。
「
新
参 

三
世

知
念
筑
登
之
親
雲
上
知
見
」
家
譜
に
よ
れ
ば
、
三
世
知
見
も
医
師
で
あ

る
(23)

。
知
見
の
三
男
知
迩
も
医
師
と
な
り
、
知
迩
の
長
男
も
医
師
と
な

っ
て
い
る
。
雍
正
九
年
（
一
七
三
一
）
、
「
衡
氏
安
慶
田
親
雲
上
知
厚

為
弟
子
学
医
道
」
と
あ
り

(24)

、
閩び

ん

（
中
国
の
福
建
省
に
留
学
後
、
乾
隆

十
五
年
（
一
七
五
〇
）
「
納
殿
詰
医
者
」
と
な
っ
て
い
る

(25)

。 

 

係
累
の
す
べ
て
が
、
医
師
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
他
家

に
比
べ
て
医
師
の
輩
出
例
が
多
い
。
医
学
を
学
ぶ
こ
と
は
、
衡
氏
一
族

に
と
っ
て
、
身
近
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

四 

知
恒
の
養
子
縁
組
と
身
分
制
社
会 

 

１ 

知
恒
の
養
子
縁
組
と
名
子 

 

宮
古
に
お
け
る
一
世
知
何
は
、
知
睦
と
知
吉
の
二
人
の
男
子
を
も
う

け
た
。
し
か
し
、
知
吉
は
数
え
十
九
才
で
亡
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
直

ぐ
に
は
養
子
を
立
て
て
い
な
い
。
「
や
ま
下
地
」
が
養
子
と
な
っ
た
の

は
、
知
吉
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
十
一
年
後
の
「
寅
年
」
（
一
八
〇
六
年
）

で
あ
っ
た
（
署
名
し
て
い
る
在
番
役
名
に
よ
っ
て
年
が
特
定
で
き
る
）
。

家
譜
に
は
、
「
や
ま
下
地
」
の
出
自
が
、
「
佐
和
田
村
壱
番
与く

み

頭
新
里

に
や
与
内

く
み
う
ち

女
め
か
名
子
／
御
札
歳
弐
拾
弐
／
や
ま
下
地
／
但
、
宮
金
氏

故
友
利
に
や
嫡
子
川
満
に
や
系
内
同
氏
耕
作
筆
者
川
満
に
や
四
男
故
国

仲
に
や
妾
腹
之
子
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
は
、 

〔
佐
和
田
村
壱
番
与く

み

（
「
与
」
は
五
戸
で
構
成
さ
れ
る
）
で
、
与
頭

く
み
か
し
ら

「
新
里
に
や
」
の
与
に
属
す
る
女
「
め
か
」
の
「
名
子
」
で
、
「
御

札
」
の
歳
は
二
十
二
才
や
ま
下
地
」
、
但
し
、
「
宮
金
氏
故
友
利

に
や
」
の
嫡
子
「
川
満
に
や
」
の
系
内
で
宮
金
氏
の
耕
作
筆
者
「
川

満
に
や
」
の
四
男
、
故
国
仲
に
や
妾
腹
之
子
で
す
〕 

と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
「
名
子
」
で
あ
る
の
は
、
「
め
か
」
で
は
な
く
、

「
名
子
」
は
「
や
ま
下
地
」
で
あ
る
。
「
め
か
」
は
、
名
子
＝
「
や
ま

下
地
」
の
抱
え
主
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

(26)

。
百
姓
が
「
名
子
」

を
抱
え
る
ケ
ー
ス
は
ま
れ
で
あ
る
が
、
「
侯
隆
氏
」
の
ケ
ー
ス
に
見
ら

れ
る

(27)

。 

 

「
名
子
」
と
は
、
一
般
的
に
士
族
の
隷
属
民
で
百
姓
の
な
か
で
も
劣

位
の
立
場
に
あ
る
が
、
近
世
末
期
に
は
身
内
を
名
子
に
す
る
な
ど
の
事

例
が
多
い
こ
と
か
ら
、
身
内
が
名
子
の
場
合
は
、
一
般
的
な
百
姓
よ
り

優
遇
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

(28)

。
「
や
ま
下
地
」
が
後
に
「
名
子
」

か
ら
士
族
の
養
子
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
「
め
か
」
は
、

宮
金
氏
の
「
国
仲
に
や
」
の
妾
で
、
「
実
母
佐
和
田
村
百
姓
赤
頭
池
間

尓
也
女
免
嘉
」
と
抱
え
主
「
め
か
」
は
同
一
人
物
と
考
え
る
こ
と
が
順

当
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
名
子
」
に
な
る
と
、
役
人
の
公
的
管
理
か

ら
は
ず
れ
、
「
抱
え
主
」
の
私
的
管
理
下
に
移
る
。
母
親
＝
抱
え
主
の

愛
情
の
次
第
に
よ
っ
て
、
こ
き
使
う
こ
と
も
出
来
れ
ば
、
学
問
を
す
る
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時
間
を
与
え
る
こ
と
も
出
来
る
の
で
あ
る
。 

 
２ 

預
か
り
位
牌
の
こ
と 

 
「
や
ま
下
地
」
は
、
申
請
者
の
「
親
類
」
東
仲
宗
根
村
の
「
砂
川
に

や
」
と
「
狩
又
に
や
」
「
与
那
覇
に
や
」
「
嘉
手
苅
与
人
」
に
と
っ
て

「
外
戚
之
従
甥
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
宮
金
氏
一
門
の
人
々
で
あ
ろ
う
。 

 

「
寅
年
」
（
一
八
〇
六
年
）
現
在
、
「
衡
平
氏
」
の
宮
古
の
お
け
る

二
代
目
で
あ
る
「
知
睦
」
は
三
十
六
才
、
三
代
目
「
知
建
」
は
七
才
で

健
在
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
知
吉
」
の
位
牌
は
、
「
預
か
り
位
牌
」

(29)

と
し
て
、
衡
平
氏
宗
家
の
嫡
子
で
あ
る
「
知
睦
」
が
管
理
し
て
い
た

は
ず
で
あ
る
。 

 

養
子
縁
組
の
申
請
は
「
故
名
嘉
真
知
香
孫
／
名
嘉
真
に
や
（
知
睦
）
」

と
知
恒
の
父
に
あ
た
る
宮
金
氏
の
「
故
国
仲
に
や
」
の
「
親
類
」
連
名

で
出
さ
れ
て
い
る
。
「
砂
川
に
や
」
と
「
狩
又
に
や
」
「
与
那
覇
に
や
」

「
嘉
手
苅
与
人
」
と
親
戚
関
係
や
血
縁
関
係
が
不
明
で
あ
る
点
か
ら
見

て
、
か
な
り
の
準
備
期
間
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
百

姓
か
ら
士
族
に
な
る
た
め
に
は
、
役
人
に
取
り
立
て
ら
れ
る
可
能
性
も

あ
る
た
め
一
定
の
学
問
が
必
要
と
さ
れ
る
。
「
跡
目
の
考
を
も
っ
て
、

親
し
く
付
き
合
い
」
と
い
う
文
書
の
下
り
は
、
「
名
嘉
真
に
や
」
の
み

な
ら
ず
、
「
親
類
」
宮
金
氏
一
門
の
言
葉
で
も
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
伊
良
部
島
で
は
、
文
字
を
学
ぶ
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

伊
良
部
の
国
仲
の
伊
佐
家
に
は
「
案
文
集
」
［
蔵
元
や
村
番
所
の
行
政

文
書
の
写
し
〕
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
「
大
地
」
（
宮
古
本
島
）
へ
渡

っ
た
時
か
、
親
戚
を
頼
っ
て
入
手
し
た
と
思
わ
れ
る
。
「
親
類
」
宮
金

氏
一
門
は
、
佐
和
田
村
の
「
外
戚
甥
」
の
た
め
に
、
若
い
時
期
か
ら
「
案

文
集
」
（
行
政
文
書
の
事
例
集
）
な
ど
を
届
け
、
筆
算
稽
古
を
独
学
で

学
ば
せ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
隣
近
所
で
「
預
か

り
位
牌
」
を
管
理
し
て
い
た
「
知
睦
」
（
衡
平
氏
宗
家
）
と
「
親
類
」

宮
金
氏
一
門
の
人
々
は
、
「
や
ま
下
地
」
は
先
祖
祭
祀
継
承
者
と
し
て

適
任
の
人
材
で
あ
る
こ
と
を
内
々
相
談
し
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

「
や
ま
下
地
」
に
男
の
第
二
子
が
生
ま
れ
て
い
る
（
一
八
〇
五
年
）

こ
と
か
ら
後
継
に
問
題
が
な
い
こ
と
に
加
え
、
学
問
の
修
得
も
順
調
に

進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
「
知
睦
」
の
了
解
を
得
て
、
嘉
慶
十
一
年
（
一
八

〇
六
）
十
月
（
月
日
不
明
）
に
養
子
の
申
請
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

結
果
、
同
月
の
二
十
四
日
に
在
番
・
頭
の
許
可
が
直
ち
に
な
さ
れ
て
い

る
。
知
恒
（
や
ま
下
地
、
以
下
「
知
恒
」
と
い
う
）
が
養
子
と
な
っ
た

の
は
、
二
十
七
才
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
御
札
歳
二
拾
二
」
と
あ
る
の

は
、
お
そ
ら
く
「
宗
門
改
帳
」
に
記
さ
れ
た
年
令
で
あ
ろ
う
。
家
譜
に

は
、
「
跡
目
の
考
を
も
っ
て
、
親
し
く
付
き
合
い
、
位
牌
を
召
し
授
け
、

祭
祀
方
等
断
絶
な
く
執と

り
行
い

仕
つ
か
ま
つ

る
事
御
座
候

ご
ざ
そ
う
ろ
う

」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

時
期
は
不
明
だ
が
、
正
式
な
申
請
文
書
を
提
出
す
る
前
か
ら
位
牌
の
管

理
や
先
祖
祭
祀
等
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
既
成
事
実
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
直
ち
に
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
知
恒
」
の
努
力
が



9 - 260 (9) - 269 
 

 

認
め
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。 

 
し
か
し
、
「
知
吉
」
の
死
後
十
一
年
も
経
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

若
く
し
て
亡
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
継
承
す
べ
き
財
産
は
残
っ
て
い
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
平
良
に
移
住
し
て
生
活
す
る

基
盤
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
「
知
恒
」
の
生
活
の
拠
点
が
あ
る
伊
良
部

島
に
居
住
し
続
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

お
わ
り
に
―
養
子
縁
組
の
結
果
と
し
て
税
負
担
が
軽
く
な
り
役
人
に
な

る
こ
と
が
で
き
た 

 

「
知
恒
」
は
努
力
に
よ
っ
て
、
士
族
の
養
子
と
な
り
結
果
と
し
て
、

身
分
制
社
会
に
お
け
る
士
族
と
し
て
の
特
権
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。

特
に
、
税
負
担
の
軽
減
は
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
税
負
担
の
メ
リ

ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
「
沖
縄
県
旧
慣
租
税
制
度
」
に
は
、
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
（
原
文
カ
タ
カ
ナ
、
漢
字
を
一
部
ひ
ら
が
な
に
し
た
）

(30)

。 

 
 要

す
る
に
士
族
の
織
立
に
容
易
な
る
も
の
を
取
り
、
そ
の
困
難
な

る
も
の
は
こ
れ
を
平
民
に
負
わ
し
め
た
る
も
の
な
る
や
明
ら
か
な

り
／
士
族
と
平
民
の
実
際
の
負
担
は
、
こ
れ
を
標
準
賦
課
高
に
比

較
す
れ
ば
、
偏
重
・
偏
軽
の
結
果
を
生
ず
る
を
免
れ
ず
。
こ
の
負

担
の
不
平
均
は
、
士
族
平
民
共
に
男
女
を
論
ぜ
ず
負
担
す
べ
き
重

出
粟
を
以
、
か
れ
こ
れ
差
し
引
き
を
な
し
、
平
均
を
得
せ
し
む
る

の
慣
行
な
り
。 

 

 

ま
た
、
頭
以
下
目
差
ま
で
の
役
人
と
そ
の
妻
・
長
男
・
次
男
は
免
税

で
あ
っ
た
か
ら
、
士
族
と
い
う
身
分
の
特
権
は
大
き
か
っ
た
。 

 

百
姓
の
負
担
は
、
士
族
の
約
一
・
五
倍
、
五
石
超
の
差
が
あ
っ
た
。

先
述
の
よ
う
に
重
出
粟
（
約
五
一
四
石
）
は
、
帳
簿
上
は
、
免
税
者
を

除
く
正
頭
全
員
か
ら
徴
収
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
百

姓
に
転
嫁
し
て
い
た
た
め
、
百
姓
の
負
担
は
表
に
現
れ
て
い
る
一
・
五

倍
以
上
に
大
き
か
っ
た
。
荒
欠
地
出
米

し
ゅ
つ
ま
い

、
御
賦
米

お
く
ば
り
ま
い

、
牛
馬
出
米
、
新
盛
増

し
ん
も
り
ま
し

出
米
、
在
番

ざ
い
ば
ん

役
出
米
の
こ
と
を
い
い
、
五
出
米
と
も
い
う
。
と
り
あ
え

ず
、
明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
の
佐
和
田
村
の
士
族
と
百
姓
の
負

担
額
を
示
す
と
表
１
の
と
お
り
で
あ
る

(31)

。 

 

知
恒
は
、
約
２
７
％
（11

3,064÷
154,668

＝73.1

％
）
租
税
負
担

が
減
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
道
光
十
一
（
一
八
三
一
）
年
に
は
、
役
人
と

し
て
「
仲
地
村
耕
作
仮
筆
者
」
に
取
り
立
て
ら
れ
、
三
年
後
に
は
「
仲

地
村
杣
山
筆
者
」
、
道
光
十
五
年
（
一
八
三
五
）
「
赤
八
巻
頂
戴
」
（
筑

登
之
の
位
）
を
頂
戴
し
て
い
る
。 
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(1)
「
氏
」
は
、
「
姓
」
と
記
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
で
も
「
う

じ
」
と
読
む
の
が
通
例
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
原
史
料
に
「
姓
」
と
記
載
さ
れ
て

い
る
ケ
ー
ス
を
除
い
て
「
氏
」
で
統
一
し
た
。 

 

(2) 

小
稿
で
い
う
「
宮
古
島
」
と
は
、
近
世
社
会
で
用
い
ら
れ
た
多
良
間
島
等
の
離

島
を
含
む
概
念
と
同
義
で
使
用
し
て
い
る
。 

 

(3)
一
文
字
文
の
空
白
と
な
っ
て
い
る
。
衡
氏
初
代
の
名
前
が
記
さ
れ
る
予
定
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
衡
氏
初
代
の
名
前
は
「
知
武
」
で
あ
る 

(

後
述)

。 
 

(4)
「
宮
古
島
在
番
記
」
に
は
、
乾
隆
十
四
年
か
ら
十
六
年
ま
で
の
詰
医
者
は
「
儀

間
里
之
子
親
雲
上
と
な
っ
て
い
る
。 

 

(5) 

以
下
、
年
令
表
記
に
関
し
て
は
家
譜
に
記
載
さ
れ
た
年
か
ら
生
年
を
差
し
引
く

と
い
う
単
純
計
算
法
に
よ
り
表
記
を
行
う 

 

(6)
『
宮
古
島
市
史
』
第
一
巻<

宮
古
の
歴
史>

(

二
〇
一
二
年
、
宮
古
島
市
教
育
委
員 

 

 

会)

、
１５７
頁
。 

 

(7)
『
平
良
市
史
』
第
三
巻(

一
九
八
〇
年
、
平
良
市
役
所)

、
99
頁
。 

 

(8) 

同
前
。 

 

(9) 

例
え
ば
、
「
衡
姓
家
譜
支
流(

小
宗
知
見)

」
に
は
、
四
世
知
令
の
記
事
に
「
乾

隆
五
十
五
年
庚
戌
十
二
月
朔
日
、
賜
二

羽
地
間
切
饒
平
名
之
名
島
一

」
と
記
さ
れ

て
い
る(

『
那
覇
市
史 

資
料
偏
１
巻
８
家
譜
資
料
四
』
、
一
九
八
三
年
、
那
覇

市
企
画
部
市
史
編
集
室
、
239
頁)

。 
 

(10) 

前
掲
『
平
良
市
史
』
、
99
頁
。 

 

(11) 

同
前
。 

 

(12) 

同
前
、
100
頁
。 

 
(13) 
同
前
、
101
頁
。 

 

(14) 

前
掲
『
那
覇
市
史 

資
料
編
１
巻
８
家
譜
資
料
四
』
、
237
～
257
頁 

 

(15) 

同
前
、
102
頁
。 

 

(16) 

前
掲
『
那
覇
市
史 

資
料
編
１
巻
８
家
譜
資
料
四
』
、
237
頁
。 

 

(17) 

同
前
『
那
覇
市
史 
資
料
編
１
巻
８
家
譜
資
料
四
』
、
240
～
241
頁
。 

男

女

男

女

男

女

男

女

407

-519

0

0

-41,604

表1

1,475

1,475

154,668

差額

25

316

-6,527

-16,975

-16,975

-1,356

113,064

百姓

21,070

3,350

15,962

20,661

20,661

67,683

1,072

1,259

3,686

66,327

1,479

740

1,475

1,475

公費夫賃米

村費

斗量衡代

計

士族

21,095

3,666

9,435

3,686
公費(島費)

夫賃米

貢租
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 (18) 

同
前
『
那
覇
市
史 

資
料
編
１
巻
８
家
譜
資
料
四
』
、
241
頁
。 

 

(19) 

『
氏
集 

首
里
那
覇
』(1

9
8
6

年
２
月
１
日
、
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室)

、 
p

15
及
び
67
、
91
頁
。 

 

(20) 

同
前
、
67
頁
。 

 

(21) 

同
前
、
91
頁
。 

 

(22)
『
那
覇
市
史 
資
料
編
１
巻
８
家
譜
資
料
四
』(

一
九
八
三
年
、
那
覇
市
企
画
部

市
史
編
集
室)

、
233
～
255
頁
。 

 

(23) 

同
前
、
237
頁
。 

 

(24) 

同
前
、
397
頁
。 

 

(25) 

同
前
、
240
頁
。 

 

(26) 

母
が
名
子
の
場
合
、
「
母
保
名
利
砂
川
親
雲
上
下
里
目
差
之
時
之
名
子
也
」
と

記
さ
れ
る(

『
平
良
市
史
』
第
八
巻
、
平
良
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
八
年
、
六

〇
一
頁)

。
本
家
譜
の
場
合
、
「
実
母
佐
和
田
村
百
姓
赤
頭
池
間
尓
也
女
免
嘉
」

と
記
さ
れ
、
名
子
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
「
妾
腹
之
子
」
を
別
の
家
の
「
名
子

」
に
し
て
、
そ
の
後
養
子
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
は
「
侯
隆
氏
」
の
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

こ
れ
に
は
「
札
本
西
里
村
五
拾
七
番
与
内
ま
と
う
名
子
男
／
帳
歳
四
拾
五
／
但
、

荷
川
取
村
拾
壱
番
／
は
改
行
を
示
す)

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

(27)
「
侯
隆
氏
」
の
ケ
ー
ス
で
は
、
抱
え
主
は
「
ま
と
う
」
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る

の
で
、
抱
え
主
は
、
百
姓
と
み
ら
れ
る(

前
掲
書)

。 
 

(28) 

平
良
勝
保
「
近
世
末
期
宮
古
に
お
け
る
名
子
の
増
大
を
め
ぐ
る
問
題
」
、
『
地

域
と
文
化
』
２
０
号(

一
九
八
三
年
、
ひ
る
ぎ
社) 

 

(29) 

波
平
エ
リ
子
『
ト
ー
ト
ー
メ
ー
の
民
俗
学
講
座―

沖
縄
の
門
中
と
位
牌
祭
祀
』

(

二
〇
一
一
年
、
ボ
ー
ダ
ー
イ
ン
ク)

。 
 

(30)
『
沖
縄
県
史
』
二
十
一
巻
、
241
頁
。 

 

(31)
『
沖
縄
県
史
』
二
十
一
巻
、
394
頁
。 

 

衡
平
氏
関
係
史
料 

「
新
参
衡
姓
家
譜
支
流
（
小
宗
知
見
）
」
よ
り
抜
粋 

（
那
覇
市
立
歴
史
博
物
館
蔵
） 

 
 
 

※
漢
文
の
原
文
に
は
訓
読
記
号
・
振
り
仮
名
は
な
い
が
、
平
良
が
付
し

読
み
下
し
を
追
加
し
た
。
ま
た
、
漢
文
読
み
下
し
に
つ
い
て
は
、
一

部
前
田
舟
子
氏
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
し
ま
す
。 

 
  
   

  
 

〔 

〕
内
は
、
筆
者
に
よ
る
補
足
。 

  

記
録 

四
世
知
香
、
名
嘉
真
親
雲
上 

 

童
名
真
嘉
那
、
諱

い
み
な

克
明
、
号
清
林
、
行
二
、
康
煕
四
十
年
辛
巳
〔

一
七
〇
一
〕
九
月
二
十
四
日
生
、
乾
隆
四
十
二
年
丁
酉
〔
一
七
七

七
〕
九
月
一
九
日
、
不
禄
。
寿
七
十
七
。 

父
、
諱
思
義
、
照
屋
筑
登
之
親
雲
上
知
武
三
世
諱
応
哲
義
、
儀
間
清

林
知
光 

母
、
真
嘉
戸
、
紅
自
煥
、
伊
指
川
親
雲
上
女

む
す
め

、
号
夏
屋 

室
、
思
戸
。
伊
是
名
親
雲
上
筑
登
之
親
雲
上
長
備
女 

康
煕
四
十
四

年
乙
酉
十
二
月
四
日
生
、
乾
隆
三
十
七
年
酉
辰
八
月
三
日
卒
、
寿

六
十
八
、
号
道
林 

長
女
真
嘉
戸 

母
明
氏
思
戸
、
雍
正
八
年
庚
戌
正
月
六
日
生
。
乾
隆

五
年
十
二
月
十
三
日
殤
〔
夭
折
〕
享
年
十
一
、
号
無
現 

男
子
松
金 

母
宮
古
島
東
仲
宗
根
村
高
良
尓
也
妹
保
那
人
、
雍
正
十

一
年
癸
牛
七
月
八
日
生
、
居
住
於
二

彼
島
一

。 

次
男
知
休 
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次
女
真
牛 

母
明
氏
思
戸
、
雍
正
十
三
年
乙
卯
十
二
月
二
日
生
、
嫁

レ

于
二

阿
氏
伊
舎
堂
里
之
子
守
政
一

。
乾
隆
三
十
四
年
己
丑
九
月
朔

日
、
死
。
／
享
年
三
十
三 

三
女
真
鶴 

母
明
氏
思
戸
、
乾
隆
三
年
丁
巳
八
月
二
十
六
日
生
、
嫁

于
呉
氏
新
田
子
保
嘉 

三
男
知
利 

四
女
真
呉
勢 

母
明
氏
思
戸
、
乾
隆
八
年
癸
亥
閏
四
月
十
四
生
、
乾

隆
十
年
乙
丑
十
二
月
五
日
、
殤
。
享
年
三 

四
男
知
義 

童
名
松
金
、
諱
文
煥
、
母
明
氏
思
戸
、
乾
隆
十
二
丁
年

卯
十
一
月
二
十
一
日
生
、
乾
隆
十
九
年
甲
戌
十
一
月
十
七
、
殤
。

享
年
八 

男
子
真
山
戸 

母
宮
古
島
西
仲
宗
根
村
、
金
仲
宗
根
女
松
、
乾
隆
十

五
年
庚
午
六
月
十
八
日
生
、
住
居
於
二

彼
島
一 

尚
敬
王
世
代 

 

康
煕
五
十
四
年
乙
未
八
月
朔
日
、
結
二

欹
髪
一

。 

康
煕
六
十
一
年
壬
寅
〔
一
七
二
二
〕
十
一
月
十
日
、
随
二

于
大
通
事

伊
指
川
親
雲
上
一

、
到
二

福
州
一

。
就
二

于
陳
希
聖
一

、
学
二

医
道
一

、
事
竣
。
翌
年
六
月
十
九
日
、
帰
国
。 

雍
正
二
年
甲
辰
〔
一
七
二
四
〕
、
為
下

学
二

医
道
一

事
上

、
隨
二

于
耳
目

官
毛
氏
金
城
親
雲
上
安
承
一

、
至
二

福
州
一

、
就
二

于
師
方
脉
陳
壁
光

羽
〔
耀
〕
一

、
受
二

医
伝
一

、
丙
午
年
〔
一
七
二
六
〕
六
月
九
日
帰

国
。
亦
、
隨
安
承
、
到
二

薩
州
一

、
就
二

于
師
方
脉
野
呂
玄
幸
一

、
受

二

医
術
一

、
事
竣
、
十
一
月
二
十
八
日
帰
国
。 

〈
読
み
下
し
〉 

雍
正
二
年
甲
辰
〔
一
七
二
四
〕
、
医
道
を
学
ぶ
事
の
為
に
す
。
耳

目
官
毛
氏
金
城
親
雲
上
安
に
隨
い
て
、
福
州
に
至
る
。
師
方
脉

し
ほ
う
み
ゃ
く

・

陳
壁
耀
に
就
い
て
、
医
伝
を
受
く
。
丙
午
年
〔
一
七
二
六
〕
六
月

九
日
帰
国
。
亦
た
、
安
承
に
隨
い
て
、
薩
州
に
到
る
。
師
方
脉
・

野
呂
玄
幸
に
就
い
て
、
医
術
を
受
く
。
事
竣
、
十
一
月
二
十
八
日

帰
国
す
。 

雍
正
七
年
己
酉
五
月
二
十
八
日
、
剃
髪
、
名
清
温
。 

雍
正
九
年
辛
亥
〔
一
七
三
一
〕
、
敘
二

筑
登
之
座
敷
一

。 

乾
隆
元
年
丙
辰
〔
一
七
三
六
〕
、
敘
二

黄
巻
一

。 

乾
隆
六
年
辛
酉
四
月
二
十
一
日
、
因
二

宮
古
島
人
民
等
出
痘
一

、
為
二

調
治
事
一

。
御
典
薬
奉
レ 

令
、
赴
二

彼
島
一

。
因
レ

是
、
為
二

彼
〔

詰
医
者
〕
足
役
一

、
在
二

御
書
院
一

。
勤
二

夜
御
番
職
一

、
至
二

于
翌

年
五
月
十
三
日
一

交
代
。
勤
役
二
個
年 

〈
読
み
下
し
〉 

 
 

乾
隆
六
年
辛
酉
四
月
二
十
一
日
、
宮
古
島
人
民
等
出
痘
に
因
り
、

調
治
す
る
事
の
為
に
す
。
御
典
薬
と
し
て
令
を
奉う

け
、
彼
島
に
赴

く
。
是
に
因
り
、
彼
〔
詰
医
者
〕
足
役
と
為し

て
、
御
書
院
に
在
り

て
、
夜
御
番
職
を
勤つ

く

す
。
翌
年
五
月
十
三
日
に
至
り
て
交
代
す
。

勤
役
二
個
年 

乾
隆
七
年
壬
戌
十
月
三
十
日
、
衣
服
容
貌
全
、
従
二

国
俗
一

先
是
、
医

士
剃
髪
、
服
亦
非
レ

俗
、
這
番
奉
レ 

命
、
如
レ

此
。 

 
 

〈
読
み
下
し
〉 
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乾
隆
七
年
壬
戌
十
月
三
十
日
、
衣
服
容
貌
全す

べ

て
、
国
俗
に
従
う
。

先
に
是
れ
、
医
士
剃
髪
、
服
は
亦
た
俗
に
非
ら
ず
。
這
番

こ
の
た
び

、
命
を

奉
じ
る
こ
と
此か

く

の
如
し
。
乾
隆
八
年
癸
亥
二
月
二
十
三
日
、
奉
レ

命
為
二

納
殿
医
士
一

。
其
書
、
左
記
。 

  
 
 

覚 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

儀
間
清
温 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

久
高
玄
白 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
波
蔵
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

安
次
富
宗
徳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

具
志
堅
恕
達 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

津
波
古
亮
達 

右 

御
城
内
御
番
医
者
不
罷
居
、
然
御
用
被
仰
付
候
砌
、
差
支
可

申
候
。
脇
方
仁
而
急
病
共
有
之
候
砌
、
医
者
不
尋
付
及
迷
惑
候
方

茂
間
々
有
之
候
。
旁
之
為
仁
御
座
候
間
、
納
殿
江
一
人
一
日
完
御

番
被
仰
付
、
脇
方
自
申
受
度
砌
、
下
庫
理
当
役
引
合
、
遠
以
列
下

急
々
仁
有
之
候
砌
者
、
納
殿
役
人
引
合
、
列
下
佐
世
、
右
之
届
役

人
、
自
下
庫
理
当
役
引
合
之
当
役
、
則
御
近
習
御
取
次
仁
而
、
言

上
可
仕
候
。
脇
方
用
済
次
第
、
無
遅
滞
、
登 

城
引
合
相
勉
申
候

右
御
番
医
者
朝
暮
御
書
院
夜
詰
医
者
代
合
可
仕
候
。
右
通
被
仰
付

下
度
奉
存
候
事
。 

 
 

以
上 

 

亥 

 
 

二
月
二
十
三
日 

〈
読
み
下
し
〉 

乾
隆
八
年
癸
亥
二
月
二
十
三
日
、
命
を
奉
り
、
納
殿
の
医
士
と
為

る
。
其
書
を
左
に
記し

る

す
。 

〈
中
略
〉 

右 

御
城
内
、
御
番
医
者
、
罷
り
居
ら
ず
、
然し

か

ら
ば
御
用
仰
せ
付

け
ら
れ
候
砌

み
ぎ
り

、
差
し
支
え
申
す
べ
く
候
。
脇
方
に
て
急
病
共
こ
れ

あ
り
候
砌
、
医
者
尋
ね
付
け
な
ら
ず
、
迷
惑
に
及
び
候
方
も
間
々

こ
れ
あ
り
候
。

旁
か
た
が
た

の
為
に
御
座
候
間
、
納
殿
へ
一
人
一
日
づ
つ

御
番
仰
せ
付
け
ら
れ
、
脇
方
自
ら
申
し
受
け
度た

き
砌
、
下
庫
理
当

役
に
引
き
合
い
、
遠
を
以
て
下
に
列
す
。
急
々
の
人
こ
れ
あ
り
候

砌
は
、
納
殿
役
人
に
引
き
合
い
、
下
に
列
さ
せ
、
右
の
届
役
人
、

下
庫
理
よ
り
当
役
引
き
合
い
の
当
役
、
則
に
御
近
習
御
取
次
に
て

、
言

上

仕

ご
ん
じ
ょ
う
つ
か
ま
つ

る
べ
く
候
。
脇
方
用
済
み
次
第
、
遅
滞
無
く
、
城
に

登
り
引
き
合
い
相
勉
め
申
し
候
。 

右
御
番
医
者
、
朝
暮

ち
ょ
う
ぼ

御
書
院
、
夜
詰
医
者
代
り
合
い
仕
る
べ
く
候

右
の
通
り
仰
せ
付
け
ら
れ
下
さ
れ
度
く
、
存
じ
奉
り
候
事
。 

乾
隆
十
一
年
丙
寅
三
月
十
五
日
、
為
御
医
者
相
附
寄
役 

本
年
六
月
十
五
日
、
敘
勢
頭
座
敷
。 

本
年
十
二
月
二
十
日
、
為
御
医
者
相
附
拝 

朝
廷
之
日
、
恭
蒙 

聖

上
遣
使
賀
賜
御
玉
貫
一
双
。 

〈
読
み
下
し
〉 

 

本
年
十
二
月
二
十
日
、
御
医
者
相
附
と
為
る
。
朝
廷
を
拝
む
る
の

日
、

恭
う
や
う
や

し
く
も
御
玉
貫
一
双
を
聖
上
使
い
遣
わ
し
て
賀
し
賜
る 
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乾
隆
十
三
年
戊
辰
二
月
十
九
日
、
為
二

宮
古
島
詰
医
者
一

。
翌
年
四
月

初
七
日
、
那
覇
開
船
。
十
三
日
、
到
二

宮
古
島
一

、
十
一
月
中
国
船

一
隻
、
漂
二

流
保
良
村
一

、
衝
レ

礁
打
破
、
即
在
番
役
・
首
長
等
、

到
二

彼
処
一

。
飄
人
有
二

発
病
者
一

、
即
以
二

薬
法
一

、
調
二

治
之
一

。

庚
午
年
三
月
、
遣
二

送
琉
球
国
一

。
辛
未
正
月
、
伊
豆
国
大
島
商
船

一
隻
飄
到
二

其
地
一

、
擱
レ

礁
打
破
、
即
在
番
役
等
、
到
二

其
処
一

、

難
人
有
レ

病
調
二

治
之
一

。
三
月
、
遣
二

送
琉
球
国
一

、
公
務
全
竣
。

閏
五
月
十
九
日
、
彼
地
開
船
。
二
十
四
日
帰
国
。 

 
 

〈
読
み
下
し
〉 

 
 

 
 

乾
隆
十
三
年
戊
辰
二
月
十
九
日
、
宮
古
島
詰
医
者
と
為
る
。
翌
年

四
月
初
七
日
、
那
覇
よ
り
開
船
す
。
十
三
日
、
宮
古
島
に
到
る
。

十
一
月
、
中
国
商
船
一
隻
、
保
良
村
に
漂
流
し
、

礁
か
く
れ
い
わ

に
衝あ

た

り
て

打
破
せ
ら
れ
、
即た

だ

ち
に
在
番
役
・
首
長
等
、
彼
の
処
に
到
り
、
飄

た
だ
よ
え

る
人
に
発
病
有あ

る
者
は
、
即た

だ

ち
に
薬
法
を
以
て
之こ

れ

を
調
治
す
。
庚

午
年
三
月
、
琉
球
国
に
遣
送
す
。
辛
未
正
月
、
伊
豆
国
大
島
商
船

一
隻
、
其そ

の
地
に
飄

た
だ
よ

い
て
到
り
、

礁
か
く
れ
い
わ

に
擱あ

た

り
て
打
破
せ
ら
れ
即た

だ

ち
に
在
番
役
等
、
其
の
処
に
到
り
、
難
人
に
病
有

や
ま
い
あ

れ
ば
之こ

れ

を
調
治

す
。
三
月
遣
送
琉
球
国
、
公
務
全
く
竣
る
。
閏
五
月
十
九
日
、
彼

の
地
よ
り
開
船
す
。
二
十
四
日
帰
国
。 

尚
穆
王
世
代 

乾
隆
十
六
年
辛
未
八
月
二
十
八
日
、
敘
二

座
敷
一

、
拝
謝
之
日
、
蒙
三

 

聖
上
遣
レ

使
、
賀
二

賜
御
玉
貫
一
双
一

。 

本
年
十
二
月
二
十
七
日
、
為
二

大
美
御
殿
医
者
一

、
原
是 

国
母
馬
氏
佐
敷
按
司
加
那
志
為
二

進
香 

先
王
神
位
事
一

、
看
二

守

大
美
御
殿
一

。
此
因
、
奉
レ 

命
、
署
二

御
医
者
役
看
守
一

、
如
レ

此

因
此
勤
役
五
箇
月
。 

  

〈
読
み
下
し
〉 

 

本
年
十
二
月
二
十
七
日
、
大
美
御
殿
医
者
と
為
る
。
原も

と
是
れ
、

国
母
馬
氏
佐
敷
按
司
加
那
志
、
進
香
・
先
王
神
位
事
の
為
に
大
美

御
殿
を
看
守
す
。
此こ

れ

に
因
り
、
命
を
奉
じ
、
御
医
者
役
を
看
守
に

署
わ
り
あ

て
、
此か

く

の
如
し
（
此こ

れ

に
因
り
、
勤
役
五
ヶ
月
）
。 

乾
隆
十
八
年
癸
酉
八
月
二
十
五
日
、
為
二

御
典
薬
一

。
拝
謝
之
日
、 

 

蒙
下 

聖
上
及 

国
祖
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志
、
国
母
馬
氏
佐

敷
按
司
加
那
志
、
毎
二

各
位
一

遣
レ

使
賀
賜
中

御
玉
貫
一
双
上

。 

〈
読
み
下
し
〉 

 

乾
隆
十
八
年
癸
酉
八
月
二
十
五
日
、
御
典
薬
と
為
る
。
拝
謝
之
日

聖
上
及
び
国
祖
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志
、
国
母
馬
氏
佐
敷
按
司

加
那
志
、
各
位
毎ご

と

に
使
を
遣
わ
し
賀
し
て
、
御
玉
貫
一
双
賜
わ
る

を
蒙
む
る
。 

乾
隆
二
十
六
年
辛
巳
十
二
月
七
日
、
任
二

恩
納
間
切
名
嘉
真
地
頭 

 

職
一

。
二
十
三
日
、
拝
二 

朝
廷
一

之
時
、
恭
蒙
三 

聖
上
及
国
母
馬

氏
佐
敷
按
司
加
那
志
、
王
妃
向
氏
野
嵩
按
司
加
那
志
、
毎
各
位 

 
遣
レ

使
賀
賜
二

御
玉
貫
一
双
一

。 

〈
読
み
下
し
〉 

 

乾
隆
二
十
六
年
辛
巳
十
二
月
七
日
、
恩
納
間
切
名
嘉
真
地
頭
職
に

任
ぜ
ら
る
。
二
十
三
日
、
朝
廷
を
拝
す
る
の
時
、

恭
う
や
う
や

し
く
も
御
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玉
貫
一
双
を
賜
り
、
聖
上
及
び
国
母
馬
氏
佐
敷
按
司
加
那
志
、
王

妃
向
氏
野
嵩
按
司
加
那
志
、
毎
各
位
よ
り
使
を
遣
わ
し
て
賀
す
る

を
蒙
む
る
。 

乾
隆
二
十
八
年
癸
未
三
月
七
日
、
為
下

慶
二

賀 

若
君
様
降
誕
一

事
上

尚
氏
豊
見
城
王
子
朝
儀
、
奉
レ 

命
赴
二

薩
州
時
一

、
奉
レ 

命
為
二

従
医
一

。
四
月
九
日
、
許
レ

願
于
二

三
平
等
一

、
時
、
恭
蒙
三 

聖
上

遣
レ

使
賀
二

賜
御
玉
貫
一
双
一

。
十
二
日
、
随
二

朝
儀
一
、

進
レ 

城
、

蒙
下

於
二

南
風
之
御
殿
一

、
賜
中

餞
宴
上

。
此
日
為
二

贐
儀
事
一

、
蒙
下

国
祖
母
毛
氏
、 

王
妃
向
氏
毎
二

各
位
一

遣
レ

使
、
賜
二

焼
酎
砧
一 

双
一

、
中
官
香
五
把
。
十
七
日
、
蒙
下 

聖
上
遣
レ

使
、
贐
賜
二

上
布

一
疋
一

、
中
官
香
五
把
上

。
随
二

朝
儀
一

那
覇
開
船
、
六
日
、
漂
到
二

甑
島
一

。
十
六
日
、
彼
地
起
錠
。
十
九
日
、
到
二

山
川
一

。
二
十
一

日
、
陸
路
起
程
。
二
十
二
日
、
到
二

麑
府
一

。
八
月
十
五
日
、
奉
二

太
守
公
命
一

、
跟こ

ん
二

随ず
い

朝
儀
一

、
乗
二

小
舟
一

、
到
二

礒
苑
一 

太
守
公

自
泛
レ

舟
、
江
中
、
与
二

朝
儀
之
舟
一

、
斉
為
二

遊
船
一

。
夜
已
及
二

深
更
一

、
帰
館
。
時
、
蒙
レ

賜
二

御
重
御
酒
一

。
且
、
諸
員
役
、
恭 

献
二

御
菓
子
・
焼
酎
一

。
十
九
日
、
随
二

朝
儀
一

進
レ 

城
、
朝
二

見

太
守
公
一

、
時
、
照
レ

例
、
献
二

微
物
一

。
九
月
三
日
、
照
レ

例
拝 

謁
二

、
福
昌
寺
、
浄
光
明
寺
一

。
十
九
日
、
恭
蒙
下 

嶺
松
院
様 

王

子
以
下
至
二

役
々
一

、
召
二

入
武
家
屋
敷
一

、
遍
看
二

見
殿
中
一

及
園

亭
、
且
賜
中

盛
宴
上

。
十
月
朔
日
、
朝
儀
献
二

御
膳
一

時
、
跟
二

随
朝

儀
一

進
レ 

城
、
恭
蒙
下

近
二

在 

御
前
一

、
賜
中

御
通
上

。
三
日
、
再

奉
二 

太
守
公
命
一

、
随
二

朝
儀
一

、
到
二

礒
苑
一

、
親
拝
二 

聖
顔
一

且
、
拝
二

見
苑
景
一

、
賜
二

二
汁
三
菜
・
盛
宴
一

。
五
日
、
随
二

朝 

儀
一

進
レ 

城
、
賜
二

御
膳
一

、
且
拝
二

見
囃
子
并
狂
言
一

。
翌
年
正

月
六
日
、
為
下

拝
二

年
慶
儀
一

事
上

、
随
二

朝
儀
一

進
レ

城
朝
見
時
、
照

レ

例
献
二

微
物
一

。
二
月
十
八
日
、
蒙
二

許
レ

回
之
旨
一

、
即
日
、
進
レ

城
、
於
二

式
舞
台
一

蒙
下

太
守
公
賜
中

白
麻
四
束
下

。
十
九
日
、
王
子

以
下
至
二

役
々
一

、
召
二

入
尾
畔
苑
一

、
親
拝
二

聖
顔
一

、
賜
二

汁
三
菜

・
盛
宴
一

。
且
拝
下

見 

太
守
公
一

、
親
為
中

御
鷹
狩
事
上

、
已
竣
。

二
十
六
日
、
登
船
。
二
十
七
日
麑
府
出
楫
、
即
日
到
二

山
川
一

。
三

月
十
六
日
、
彼
地
開
洋
。
十
九
日
、
漂
到
二

馬
歯
山
一

。
二
十
日
、

彼
地
起
錠
、
即
日
回
レ

国
。
四
月
朔
日
、
随
二

朝
儀
一

、
呈
二

回
翰
一

時
、
聖
上
、
遣
レ

使
賀
賜
二

御
玉
貫
一
双
一

。 

乾
隆
二
十
八
年
癸
未
三
月
七
日
、
若
君
様
降
誕
を
慶
賀
す
る
事
の
為た

め

に
す
。
尚
氏
豊
見
城
王
子
朝
儀
、
命
を
奉
じ
薩
州
に
赴
く
の
時
、

命
を
奉
じ
、
従
医
と
為な

す
。
四
月
九
日
、
願
い
を
許
さ
れ
、
三
平
等

み

ひ

ら

（
首
里
の
別
称
）
に
于お

い
て
時
に

恭
う
や
う
や

し
く
も
、
聖
上
（
王
）
使

い
を
遣
わ
し
て
賀
す
る
に
御
玉
貫
一
双
を
賜
わ
る
を
蒙
む
る
。
朝

儀
に
随
い
て
、
城

ぐ
す
く

に
進
み
、
南
風
之
御
殿
に
於
い
て
、
餞
の
宴
を

賜
い
蒙
む
る
。
此
日
、
贐
儀

じ

ん

ぎ

事
（
は
な
む
け
の
行
事
）
為た

め

に
す
。

国
祖
母
毛
氏
、
王
妃
向
氏
、
各
位
毎
に
使
い
遣
わ
し
て
、
焼
酎
砧

一
双
、
中
官
香
五
把
を
賜
い
蒙
む
る
。
十
七
日
、
聖
上
、
使
を
遣

わ
し
て
、

贐
は
な
む
け

に
上
布
一
疋
、
中
官
香
五
把
を
賜
わ
る
を
蒙
む
る

朝
儀
に
随
い
、
那
覇
よ
り
開
船
す
、
六
日
、
漂
い
て
甑

こ
し
き

島
に
到
る

十
六
日
、
彼
地
よ
り
起
錠
す
。
十
九
日
、
山
川
に
到
る
。
二
十
一



16 - 253 (16) - 269 
 

 

日
、
陸
路
よ
り
起
程
す
。
二
十
二
日
、
麑
府

げ

い

ふ

（
鹿
児
島
城
下
）
に

到
る
。
八
月
十
五
日
、
太
守
公
の
命
を
奉
じ
、
朝
儀
に
跟
随

こ
ん
ず
い

し
、

小
舟
に
乗
り
、
礒
苑

い
そ
え
ん

（
鹿
児
島
の
迎
賓
館
）
に
到
る
。
太
守
公
自

み
ず
か

ら
舟
を
泛う

か

べ
、
江
中
、
朝
儀
の
舟
と
与と

も

に
、
斉ひ

と

し
く
遊
船
を
為
す

夜
已す

で

に
深
更
に
及
ぶ
。
帰
館
す
る
の
時
に
、
御
重
と
御
酒
を
賜
る

を
蒙
む
る
。
且
つ
、
諸
員
役
恭
し
く
、
御
菓
子
と
焼
酎
を
献
ず
。

十
九
日
、
朝
儀
に
随
い
、
城し

ろ

に
進
み
、
太
守
公
（
殿
様
）
朝
見
す

る
の
時
、
例
に
照
ら
し
、
微
物
を
献
ず
。
九
月
三
日
、
例
に
照
ら

し
、
福
昌
寺
、
浄
光
明
寺
を
拝
謁
す
。
十
九
日
、
恭
し
く
、
嶺
松

院
様
、
王
子
以
下
役
々
に
至
る
ま
で
、
武
屋
敷
に
召
き
入
、
遍

あ
ま
ね

く

殿
中
及
び
園
亭
を
看
見
し
、
且
つ
盛
宴
を
賜
わ
る
を
蒙
む
る
。
十

月
朔
日
、
朝
儀
よ
り
御
膳
を
献
ず
る
の
時
、
朝
儀
の
跟
随
し
城
に

進
む
。
恭
し
く
近
く
に
在
り
て
御
前
に
御
通

お
と
お
り

を
賜
わ
る
を
蒙
む
る

。
三
日
、
再
び
太
守
公
命
を
奉
じ
、
朝
儀
に
随
い
礒
苑
に
到
り
、

親
し
く
聖
顔
を
拝
す
。
且
つ
、
苑
景
を
拝
見
し
、
二
汁
三
菜
盛
宴

を
賜
わ
る
。
五
日
、
朝
儀
に
随
い
城
に
進
み
、
御
膳
を
賜
わ
る
。

且
つ
、
囃
子
并

は
や
し
な
ら
び

に
狂
言
を
拝
見
す
。
翌
年
正
月
六
日
、
年
慶
儀
を

拝
す
事
の
為
に
す
。
朝
儀
に
随
い
城
に
進
み
朝
見
す
る
の 

時
、

例
に
照
ら
し
て
微
物
を
献
ず
。
二
月
十
八
日
、
回
る
の
旨
の
許
し

を
蒙
む
り
て
、
即
日
、
城
に
進
み
、
式
舞
台
に
於
い
て
、
太
守
公

よ
り
白
麻
四
束
を
賜
る
を
蒙
む
る
。
十
九
日
、
王
子
以
下
役
々
の

至
る
ま
で
尾
畔
苑
に
召
し
入
れ
ら
れ
、
親
し
く
聖
顔
を
拝
し
、
二

汁
三
菜
・
盛
宴
を
賜
る
る
。
且
つ
、
太
守
公
親

み
ず
か

ら
御
鷹
の
狩
を
為

す
事
を
拝
見
す
。
已
竣

こ
と
お
わ

り
て
、
二
十
六
日
、
船
に
登
る
。
二
十
七

日
、
麑
府
よ
り
出
楫
し
、
即
日
、
山
川
に
到
る
。
三
月
十
六
日
、

彼
の
地
よ
り
開
洋
す
。
十
九
日
、
漂
い
て
馬
歯
山
に
到
る
。
二
十

日
、
彼
の
地
よ
り
起
錠
し
、
即
日
国
に
回
る
。
四
月
朔
、
随
朝
儀

呈
回
翰
時
、
聖
上
、
遣
使
賀
賜
御
玉
貫
一
双
。 

乾
隆
三
十
年
乙
酉
六
月
十
九
日
、
奉 

命
、
二
十
八
日
、
再
剃
髪
、

名
清
林
。 

乾
隆
三
十
二
年
丁
亥
十
二
月
七
日
、
陞
申
口
座
敷
。
二
十
一
日
、
拝

朝
廷
恭
蒙
聖
上 

王
妃
向
氏
、
毎
各
位
遣
使
賀
賜
御
花
一
飾
、
御

玉
貫
一
双
。 

乾
隆
三
十
五
年
庚
寅
十
一
月
十
七
日
、
告
老
、
辞
役 

勤
役
十
八
年 

乾
隆
三
十
八
年
癸
巳
十
一
月
二
十
八
日
、
奉 

命
衣
服
容
貌
、
全
従

国
俗
、
翌
年
十
月
二
日
、
還
俗
。 

 
 

○
「
新
参
衡
姓
家
譜
支
流
（
小
宗
知
見
）
」
よ
り
抜
粋
（
『
那
覇
市
史

資
料
編
１
８
家
譜
資
料
四
』
、
一
九
八
三
年
、
那
覇
市
企
画
部
市
史

編
集
室
、
240
～
241
頁
） 

乾
隆
三
十
五
年
庚
寅
二
月
朔
日
、
奉
レ

命
二

宮
古
嶋
詰
医
者
一

。
辛
卯
之

年
三
月
二
十
八
日
、
那
覇
開
船
、
到
二

馬
歯
山
一

。
四
月
朔
日
、
彼
地

倣
洋
、
三
日
、
到
二

宮
古
島
一

。
但
、
多
良
間
島
自
二

洪
波
一

、
而
〈
爾

〉
来
、
飢
饉
洊
臻
、
餓
死
者
・
飢
疫
者
、
不
レ

可
レ

勝
数
。
其
酋
長
遣

船
報
来
二

知
迩
一

、
為
二

療
治
事
一

、
令
下

在
番
筆
者
湛
氏
名
熹
真
筑
登

之
親
雲
上
、
乗
法
頭
目
向
裔
氏
下
地
親
雲
上
朝
宜
一

、
率
領
二

各
役
一

。 
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、

坐
駕
二

地
船
一
上

、
十
一
月
十
四
日
、
開
船
し
行
く
。
到
二

於
彼
島
一

、
即
同
其
酋
長
巡
二

察
病
家
一

尽
レ

心
、
竭
二

力
医
治
知
迩
一

細
思
、
雖

二

朝
夕
二
次
看
脉
・
調
治
一

、
然
日
食
不
レ

継
。
因
病
症
未
効
。
知
迩

、
発
二

米
二
包
栗
六
包
鰹
二
百
個
早
晩
二
次
分
付
一

、
各
役
煮
レ

粥
、

於
二

番
所
一

餉
、
飢
疲
者
著
実
用
心
、
調
二

冶
病
者
一

、
漸
愈
、
到
二

翌

年
正
月
間
一

、
病
者
全
拴
二
月
九
日
、
彼
島
開
船
行
到
二

半
途
一

、
陡

遭
二

颱
風
一

、
十
二
日
、
飄
二

到
本
国
一

。
二
十
八
日
、
令
二

在
番
筆
者

湛
氏
頭
目
向
裔
氏
本
国
開
船
一

処
々
投
碇
、
三
月
三
日
、
到
二

宮
古
嶋

一

、
公
務
全
完
、
癸
巳
之
年
、
六
月
二
十
二
日
、
彼
島
開
洋
、
二
十

四
日
、
帰
国
。
（
読
み
下
し
）
乾
隆
三
十
五
年
庚
寅
二
月
朔
日
、
宮

古
島
詰
医
者
の
命
を

奉
た
て
ま
つ

り
、
辛
卯
の
年
三
月
二
十
八
日
、
那
覇
よ

り
開
船
し
、
馬
歯
山(

慶
良
間
諸
島)

に
到
る
。
彼
の
地
よ
り
放
洋
す

る
こ
と
三
日
、
四
月
一
日
、
宮
古
島
に
到
る
。
但
、
多
良
間
島
、
洪
波

つ

な

み

に
よ
り
て
而
〈
爾
〉
来(

そ
れ
か
ら)

、
飢
饉
、
餓
死
者
・
飢
疫
者
、
洊
臻

せ
ん
し
ん

(

す
べ
て
を
覆
う
こ
と)

し
、
数
は
、
勝た

え
る
べ
か
ら
ず
。
其そ

の
酋
長

船
を
遣
わ
し
て
報し

ら

せ
る
に
、
知
迩
来
た
り
て
療
治
を
為な

さ
ん
事
を
。

在
番
役
筆
者
湛
名
嘉
真
筑
登
之
親
雲
上
、
乗
法
頭
目
下
地
親
雲
上
朝

宜
に
各
役
を
卒
領

ひ

き

い

て
扡
船
に
坐
駕
せ
ん
こ
と
を
令

い
い
つ

く
る
。
十
一
月
十

四
日
開
船
、
彼
の
島
に
到
る
。
則た

だ

ち
に
、
同
其そ

の
酋
長
、
病
家
の
巡

察
に
心
を
尽
す
。
医

く
す
し

知
迩
竭
力
し
細
思
す
。
朝
夕
二
次
、
看
脉
（
脈

を
診
る
＝
診
察
）
・
調
治
（
治
療
）
す
と
雖

い
え
ど

も
、
然
る
に
日
の
食
は

継つ
づ

が
ず
。
因
り
て
病
症
未
だ
効
ぜ
ず
。
知
迩
、
米
二
包
・
粟
六
包
・

鰹
二
百
個
、
早
晩
二
次
分
け
付
け
ん
こ
と
を
発
す
。
各
役
粥
を
煮
て

、
番
所
に
お
い
て
し
、
飢
疲
者
に

餉
か
れ
い
い(

食
料
を
送
る)

す
。
著
実

ち
ゃ
く
じ
つ

に

用
心
し
、
病
者
は
調
治
す
。
漸
く

愈
い
よ
い
よ

、
翌
年
正
月
の
間
に
到
り
、

病
者
は
全
く
拴な

お

る
。
二
月
九
日
、
彼
島
開
船
、
行
く
こ
と
半
途
に
到

り
、
陡

に
わ
か

に
颱
風
に
遭
い
、
十
二
日
、
本
国
に
飄
到
す
。
二
十
八
日
、

在
番
役
筆
者
氏
名
嘉
真
筑
登
之
親
雲
上
、
頭
目
向
裔
氏
、
本
国
開
船

令し

む
。
処
々
投
碇
、
三
月
三
日
、
宮
古
島
に
到
る
。
公
務
全
く
完お

へ

、
癸
巳
の
年
、
六
月
二
十
二
日
、
彼
の
島
よ
り
開
洋
し
、
二
十
四
日

、
帰
国
す
。 

乾
隆
三
十
七
年
壬
辰
十
一
月
朔
日
、
知
途
因
在
二

多
良
間
島
一

、
発
二

米

粟
鰹
以
一

、
行
二

賑
貸
一

、
特
蒙
下

褒
二

賜
白
布
二
端
一
上

、
其
書
左
記
。 

 
 
 

覚 

 
 
 
 
 

白
木
綿
布 

弐
反 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

知
念
春
林 

 

右
、
宮
古
嶋
詰
医
者
被
仰
付
在
勤
仕
候
処
、
多
良
間
島
長
々
致
飢
饉

俄
病
人
出
来
候
付
、
米
五
斗
起
、
粟
壱
石
五
斗
起
、
鰹
節
二
百
、
自

物
差
出
致
見
次
候
付
、
米
鰹
節
者
重
病
人
共
江
致
配
分
、
粟
は
惣
人

数
江
割
府
に
て
相
渡
、
飢
人
共
補
助
相 

成
候
由
、
在
番
・
頭
申
越

有
之
、
殊
勝
之
者
御
座
候
間
、
為
御
褒
美
、
右
通
被 

成
下
、
度
奉

存
候
事
。
以
上 

 
 
 
 

辰
十
一
月
二
日 

 

乾
隆
三
十
九
年
甲
午
十
月
二
日
、
奉
レ

命
、
衣
服
容
貌
、
全
従
二

国 

 

俗
一

、
先
是
医
士
剃
髪
、
亦
非
レ

俗
、
這
番
奉
レ

命
如
レ

此
。
本
年
十

二
月
朔
日
、
特
賜
二

中
城
間
切
久
場
之
名
嶋
一

。 

 

乾
隆
四
十
年
乙
未
正
月
十
日
、
王
世
子
尚
哲
公
為
、
自
二

薩
州
一

回
駕

、 
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事
。
特
賜
二

彼
地
土
産
、
扇
子
一
箱 

内
蔵
三
本
、
国
分
煙
草
十
五

把
、
白
麻
一
束
一

。 

 
乾
隆
四
十
年
乙
未
十
一
月
、
為
寵
栄
（
君
主
な
ど
の
寵
愛
を
得
る
）

事
、
知
迩
、
宮
古
嶋
詰
医
者
時
、
荷
川
取
村
有
百
姓
、
呼
松
者
家
逢

火
難
、
夫
婦
遍
身
、
被
二

火
焼
爛
一

、
及
十
死
一
生
間
、
知
迩
用
付
薬

服
薬
、
二
・
三
昼
夜
不
レ

寝
、
着
実
用
心
療
治
、
因
二

此
得
一

、
全
身

命
且
薬
価
、
雖
下

己
及
二

粟
五
包
一
上

、
然
知
迩
、
見
彼
松
家
資
乏
、
燐

〔
憐
〕
レ

之
免
二

、
其
薬
価
等
一

由
、
彼
島
目
差
・
与
人
・
頭
・
在
番

等
、
具
申
、
稟
二

報
王
上
一

、
本
月
十
四
日
、
王
上
、
賀
二

知
迩
之
非

常
之
志
一

、

持
（
特
力
）

賞
、
上
布
一
疋
。
其
書
、
左
記 

  
 
 

覚 

 
 
 
 
 
 
 

上
布
一
疋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

久
場
親
雲
上 

右
宮
古
嶋
詰
医
者
に
て
在
勤
之
砌
、
荷
川
取
村
百
姓
男
ま
つ
、
同
人

妻
免
か
、
家
焼
失
之
時
、
遍
身
焼
爛
十
死
一
生
及
候
処
、
付
薬
服
薬

相
用
、
二
夜
三
日
起
通
に
て
、
信
切
療
治
為
致
助
命
、
其
上
不
便
之

者
に
て
、
薬
代
五
俵
程
に
及
候
処
、
差
免
候
由
、
与
人
・
目
差
、
在

番
・
頭
申
越
有
之
儀
、
殊
勝
之
儀
御
座
候
間
、
為
御
褒
美
右
通
被
成

下
度
奉
存
候
事
。 

 
 

以
上 

 
 
 

未
十
一
月
十
四
日 

 

翻
刻
凡
例 

＊
原
則
と
し
て
、
旧
漢
字
は
、
新
漢
字
に
直
し
た
。
姓
（
烏
帽
子
名
）

と
名
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。 

＊
後
年
、
名
前
の
変
更
に
よ
り
右
傍
に
修
正
が
あ
る
場
合
は
、
右
傍
の

 

修
正
を
採
用
し
、
そ
の
下
に
【 

】
に
よ
っ
て
、
旧
名
を
表
記
し

た
。 

＊
明
か
に
誤
字
で
か
つ
修
正
痕
が
あ
る
場
合
は
、
特
に
示
さ
な
か
っ
た

。 

 

例 
→
 

明
知
明 

＊
明
か
に
誤
字
の
場
合
は
、
次
の
よ
う
に
訂
正
し
た 

→
 

元
反
〔
服
〕 

＊
脱
字
が
推
定
さ
れ
る
場
合
は
、
脱
字
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
次

の
よ
う
に
示
し
た
。 

→

【
父
脱
カ

】 

＊
翻
刻
は
、
原
本
写
真
（
一
部
）
、
原
本
コ
ピ
ー
複
写
本
、
手
書
き
写

本
を
も
と
に
行
っ
た
。
本
文
中
の
楷
書
体
の
部
分
は
、
手
書
き
写
本

の
み
で
し
か
確
認
で
き
な
い
箇
所
で
あ
る
。
現
在
原
本
は
、
修
復
を

経
な
い
と
取
り
扱
え
な
い
状
態
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
一
部
に
明
治

以
後
に
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
光
緒
年
間
初
期

ま
で
を
基
準
に
収
録
し
た
。 

＊
翻
刻
様
式
は
、
『
平
良
市
史
』
第
三
巻
（
史
料
編
）
の
様
式
に
し
た

が
っ
て
、
女
子
の
家
系
図
中
の
記
事
を
番
号
を
付
し
て
別
個
収
録
し

た
。
家
譜
の
個
々
人
の
記
事
冒
頭
に
ア
ラ
ビ
ア
数
字
の
通
番
を
付
し

た
。 
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衡
平
氏
家
譜 

                      

                       

　

第 十 一 代

知 何

知 武 第 五 代

知 吉
知 睦

第 六 代

知 栄
知 逸

知 敷

④ 女 子

③ 女 子

第 八 代

知 恒
知 長

② 女 子

① 女 子

知 建

第 七 代

知 似
知 尋

第 九 代 第 十 代

知 意

⑨ 女 子

⑧ 女 子

⑦ 女 子

⑥ 女 子

知 起

⑤ 女 子

⑩ 女 子

( 知 金 )

知 辰

⑭ 女 子

知 相

⑬ 女 子

知 可
知 説

⑫ 女 子

⑪ 女 子
*
1

*
2

*
3

知 祐
知 章

⑰ 女 子

⑯ 女 子

知 員

⑮ 女 子

知 明
知 傳

知 之
知 花

㉖ 女 子

知 令

知 包
知 順

知 任
知 集

知 序

⑲ 女 子

⑱ 女 子

知 躰

知 量

㉕ 女 子

知 貴

㉔ 女 子

㉓ 女 子

知 教

⑳ 女 子

㉑ 女 子

㉒ 女 子

知 言
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女
子
系
図
記
事 

  
 
 
 

蒲
戸 

①
女
子 
母
白
川
氏
友
利
尓
也
恵
国
女
亀 

 
 
 
 

嘉
慶
十
四
年
己
巳
十
一
月
十
五
日
生 

  
 
 
 

屋
真 

②
女
子 

同
姉
蒲
戸 

 
 
 
 

嘉
慶
十
八
年
癸
酉
八
月
二
十
二
日
生 

  
 
 
 

松 

③
女
子 

和
種
氏
下
地
尓
也
長
女
亀 

 
 
 
 

同
治
八
年
己
巳
八
月
八
日
生 

  
 
 
 

加
那 

④
女
子 

母
同
姉
松 

 
 
 
 

同
治
十
一
年
壬
申
九
月
十
二
日
生 

  
 
 
 

蒲
戸 

⑤
女
子 

玻
立
氏
松
原
尓
也
泰
悦
二
女
善 

 
 
 
 

道
光
十
一
年
辛
卯
十
一
月
四
日
生 

  
 
 
 

蒲
戸 

⑥
女
子 

同
姉
蒲
戸 

 
 
 
 
 
  

道
光
二
十
年
庚
子
八
月
十
日
生 

 

 
 
 
 

真
和
津 

⑦
女
子 

母
白
川
氏
新
里
□
*1

也
恵
方
長
女
蒲
戸 

 
 
 
 

道
光
四
年
甲
申
四
月
十
二
日 

  
 
 
 

嘉
那 

⑧
女
子 

母
同
姉
真
和
津 

 
 
 
 

道
光
九
年
己
丑
二
月
十
九
日
生 

  
 
 
 

免
嘉 

⑨
女
子 

母
同
姉
真
和
津 

 
 
 
 

道
光
十
二
年
壬
辰
九
月
十
九
日
生 

  
 
 
 

免
嘉 

⑩
女
子 

母
白
川
氏
新
里
尓
也
恵
網
五
女
蒲
戸 

 
 
 
 

道
光
二
十
七
年
丁
未
八
月
十
五
日
生 

  
 
 
 

蒲
戸 

⑪
女
子 

母
宮
金
氏
下
地
尓
也
寛
明
長
女
嘉
那 

 
 
 
 

咸
豊
元
年
辛
亥
八
月
八
日
生 

  
 
 
 

蒲
戸 

⑫
女
子 

母
同
姉
蒲
戸 

 
 
 
 

咸
豊
三
年
癸
丑
五
月
二
十
二
日 

  
 
 
 

蒲
戸
免
嘉 

⑬
女
子 

母
白
川
氏
渡
久
山
筑
登
之
恵
理
二
女
松 

                                        

               

 

*1 

「
仁
」
の
欠
字
と
考
え
ら
れ
る
が
、
家
譜
本
文
で
は
「
新
里
筑
登
之
」
と
な
っ
て
い
る
。 
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咸
豊
十
年
庚
申
六
月
二
十
五
日
生 

  
 
 
 

蒲
戸
免
嘉 

⑭
女
子 

母
同
姉
蒲
戸
免
嘉 

 
 
 
 

同
治
五
年
丙
寅
九
月
十
八
日
生 

  
 
 
 

蒲
戸
免
嘉 

⑮
女
子 

母
宮
金
氏
砂
川
尓
也
寛
教
三
女
免
嘉 

 
 
 
 

道
光
二
十
九
年
八
月
十
日
生 

 

屋
真 

⑯
女
子 

母
同
姉
蒲
戸
免
嘉 

咸
豊
五
年
乙
卯
十
月
五
日
生 

 

蒲
戸
免
嘉 

⑰
女
子 

母
同
姉
蒲
戸
免
嘉 

咸
豊
八
年
戊
午
十
一
月
二
日
生 

 

屋
真 

⑱
女
子 

母
染
地
氏
川
満
尓
也
実
修
長
女
善 

 
 
 
 

咸
豊
八
年
戊
午
二
月
五
日
生 

  
 
 
 

免
嘉 

⑲
女
子 

母
同
姉
屋
真 

 
 
 
 

咸
豊
十
一
年
辛
酉
二
月
十
七
日
生 

  
 
 
 

免
嘉 

⑳
女
子 

母
馬
続
氏
粟
国
仁
也
良
庶
長
女
蒲
戸 

 
 
 
 

同
治
元
年
壬
戌
十
一
月
十
六
日
生 

  
 
 
 

蒲
戸
免
嘉 

㉑
女
子 

母
白
川
氏
渡
久
山
尓
也
恵
理
長
女
免
嘉 

 
 
 
 

咸
豊
五
年
乙
卯
十
二
月
十
日
生 

  
 
 
 

屋
真 

㉒
女
子 

母
同
姉
蒲
戸
免
嘉 

 
 
 
 

咸
豊
七
丁
巳
八
月
二
十
日
生 

  
 
 
 

免
嘉 

㉓
女
子 

母
宮
金
氏
川
満
尓
也
寛
睦
長
女
蒲 

 
 
 
 

同
治
十
年
辛
未
九
月
九
日
生 

  
 
 
 

宇
免
屋 

㉔
女
子 

母
同
姉
免
嘉 

 
 
 
 

同
治
十
二
年
癸
酉
十
一
月
四
日
生 

  
 
 
 

蒲
戸 

㉕
女
子 

母
同
姉
免
嘉 

光
緒
五
年
己
卯
六
月
二
十
六
日
生 

  
 
 
 

銭
免
嘉 

㉖
女
子 

母
姉
免
嘉 

 
 
 
 

光
緒
七
年
辛
巳
七
月
二
十
五
日
生 
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衡
平
氏
家
譜 

 
 1 

知
何
名
嘉
真
尓
也 

 

童
名
屋
真
戸 

 

父
照
屋
筑
登
之
親
雲
上
知□

四
代
名
嘉
真
知
香 

 

母
西
仲
宗
根
村
百
姓
金
女
免
嘉 

 
 

康
煕
四
十
九
年
庚
寅
八
月
十
八
日
生 

 
 

乾
隆
四
十
九
年
甲
辰
七
月
十
二
日
去
号
自
心
妙
性
行
年
七
十
九 

 

乾
隆
十
五
年
甲
午
九
月
九
日
生
*1 

尚
穆
王
世
代 

 

乾
隆
二
十
九
年
甲
申
八
月
五
日
結
片
髪 

 

同
五
十
年
乙
巳
三
月
二
日
去
号
峯
皎
行
歳
三
十
六 

 

2 

知
睦
名
嘉
真
尓
也 

 

童
名
加
那 

 

父
照
屋
筑
登
之
親
雲
上
知□

五
代
名
嘉
真
尓
也 

 

母
玻
立
氏
洌
鎌
尓
也
泰□

女
蒲
戸 

 
 

乾
隆
十
三
年
戊
辰
八
月
十
日
生 

 

乾
隆
三
十
五
年
庚
寅
八
月
十
五
日
生 

尚
穆
王
世
代 

 

乾
隆
四
十
六
年
辛
丑
八
月
十
日
結
片
髪 

                                        

               

 

*1 
「
宮
古
島
在
番
記
」
に
は
、
乾
隆
十
四
年
か
ら
十
六
年
ま
で
の
詰
医
者
は
「
儀
間
里
之
子

 

親
雲
上
と
な
っ
て
い
る
。 

 

3 

知
吉 

 

童
名
蒲
戸 

 

父
母
同
兄
知
睦 

 

乾
隆
四
十
二
年
丁
酉
八
月
十
三
日
生 

 

同
六
十
年
乙
卯
五
月
七
日
去 

 

4 

知
建
名
嘉
真
尓
也 

 

童
名
蒲
戸 

 

父
照
屋
筑
登
之
親
雲
上
知□

六
代
名
嘉
真
尓
也 

 

母
東
仲
宗
根
村
百
姓
赤
頭
仲
宗
根
尓
也
女
松 

 
 

乾
隆
三
十
三
年
戊
子
八
月
九
日 

 

嘉
慶
四
年
己
未
九
月
二
十
五
日
生 

尚
灝
王
世
代 

 

嘉
慶
二
十
年
乙
亥
九
月
五
日
結
片
髪 

 

5 

知
長 

 

童
名
松 

 
父
兄
知
建 

 

母
白
川
氏
友
利
尓
也
恵
国
女
亀 

 
 

乾
隆
三
十
三
年
戊
子
十
一
月
十
七
日
生 

 

嘉
慶
二
十
三
年
戊
寅
七
月
十
六
日
生 
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6 

知
恒
下
地
尓
也 

 

童
名
屋
真 

 
父
照
屋
筑
登
之
親
雲
上
知□

六
代
蒲
戸
知
吉 

 

実
父
宮
金
氏
耕
作
筆
者
川
満
尓
也
四
男
寛
□ 

 

実
母
佐
和
田
村
百
姓
赤
頭
池
間
尓
也
女
免
嘉 

 
 

乾
隆
二
十
五
年
甲
辰
九
月
九
日
生 

 

乾
隆
四
十
四
年
己
亥
四
月
八
日
生 

尚
穆
王
世
代 

 

乾
隆
五
十
八
年
癸
丑
八
月
十
五
日
結
片
髪 

  
 
 

口
上
覚 

佐
和
田
村
壱
番
与
頭
新
里
に
や
与
内
女
め
か
名
子 

御
札
歳
弐
拾
弐 

 
 
 
 
 
 
 
 

や
ま
下
地 

 
 
 

但
、
宮
金
氏
故
友
利
に
や
嫡
子
、
川
満
に
や
系
内
、
同
氏
耕
作

筆
者
川
満
に
や
四
男
故
国
仲
に
や
妾
腹
之
子 

 

右
恐
多
奉
存
候
得
共
申
上
候
。
祖
父
衡
氏
故
名
嘉
真
筑
登
之
親
雲
上

当
島
詰
医
者
之
時
生
産
之
子
、
故
名
嘉
真
に
や
次
男
か
ま
戸
事
、
行

歳
拾
九
致
早
死
継
子
無
之
、
及
継
絶
候
儀
、
残
念
至
極
歎
ヶ
敷
次
第

御
座
候
。
依
之
、
奉
訟
候
儀
、
御
成
合
之
程
如
何
敷
恐
入
奉
存
候
得

共
、
右
や
ま
下
地
事
、
か
ま
戸
為
ニ
者
外
戚
之
従
甥
ニ
而
跡
目
考
を

以
親
敷
取
合
位
牌
召
授
祭
祀
方
等
無
断
絶
執
行
仕
事
御
座
候
間
、
何

と
ぞ
御
憐
愍
を
被
思
召
上
跡
目
被
仰
付
被
下
度
奉
願
候
。
此
旨
宜
様

御
取
成
可
被
下
度
儀
、
奉
頼
候
。
以
上 

 
 

寅 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 

東
仲
宗
根
村
衡
氏
故
名
嘉
真
知
香
孫 

 
 
 

十
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名
嘉
真
に
や 

 
 

 

 

右
申
出
通
、
跡
方
相
絶
候
儀
、
不
便
被
思
召
上
、
願
之
筋
御
達
被
下

度
、
私
共
ニ
至
而
も
奉
願
候
。
以
上 

 
 

寅 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

親
類
東
仲
宗
根
村 

 
 
 

十
月  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

砂
川
に
や 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
来
間
村
耕
作
筆
者
故
狩
又
に
や
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

 

与
那
覇
に
や 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

嘉
手
苅
与
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

右
通
相
違
無
御
座
候
間
、
願
之
筋
御
取
持
、
被
下
度
奉
存
候
。
以
上 

 
 

寅 

 
 
 

十
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
和
田
目
差 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
和
田
与
人 

 
 
 
 
 
 
 
 

例
之
通
其
首
尾
方 

 
 
 

 

此
表
相
達
候
間
、
帳
面
其
取
払
、
可
被
下
度
候
。
以
上 

 
 

寅 

 
 
 

十
月
廿
四
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

砂
川
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

下
地
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

 
 

平
良
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

喜
屋
武
里
之
子
親
雲
上 
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外
間
筑
登
之
親
雲
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国
吉
親
雲
上 

 
 

系
図
座
・
勘
定
座
・
所
遣
座
・
佐
和
田
村  

 
 

役
人 

尚
育
王
世
代 

 

道
光
十
一
年
辛
卯
九
月
二
十
九
日
為
仲
地
村
耕
作
仮
筆
者 

 

同
十
四
年
甲
午
正
月
十
三
日
為
仲
地
村
杣
山
筆
者 

 

同
十
五
年
乙
未
七
月
二
十
二
日
赤
八
巻
頂
戴 

 

7 

知
敷
渡
久
山
尓
也 

 

童
名
蒲
戸 

 
 

父
照
屋
筑
登
之
親
雲
上
知□

七
代
下
地
尓
也
知
恒 

 

母
佐
和
田
村
百
姓
男
嘉
那
女
真
和
次 

 
 

乾
隆
四
十
三
年
戊
戌
八
月
十
五
日
生
道
光
二
年
壬
午
三
月
二
十
四
去 

 

嘉
慶
六
年
辛
酉
十
二
月
二
日
生 

尚
灝
王
世
代 

 

嘉
慶
十
八
年
癸
酉
十
月
三
日
結
片
髪 

 

8 

知
逸
平
良
尓
也 

 

童
名
加
那 

 

父
母
同
兄
知
敷 

 

嘉
慶
十
年
乙
丑
五
月
五
日
生 

尚
灝
王
世
代 

 

嘉
慶
二
十
二
年
丁
丑
九
月
二
十
四
日
結
片
髪 

 

9 

知
栄
下
地
尓
也 

 

童
名
蒲
戸 

 

父
母
同
兄
知
敷
*1 

 

嘉
慶
十
七
年
壬
申
十
二
月
六
日
生 

尚
灝
王
世
代 

 

道
光
六
年
丙
戌
十
一
月
二
十
三
日
結
片
髪 

 

同
治
十
一
年
壬
申
九
月
十
四
日
去
*2

本
源
自
性 

 

10 

知
尋
佐
和
田
尓
也 

 

童
名
屋
真 

 
 

父
八
代
渡
久
山
尓
也
知
敷 

 

母
玻
立
氏
松
原
仁
屋
泰
悦
二
女 

 
 

嘉
慶
四
年
己
未
十
二
月
二
十
三
日
生 

 

道
光
四
年
甲
申
四
月
十
三
日
生 

尚
育
王
世
代 

 

道
光
十
八
年
戊
戌
十
一
月
十
八
日
結
片
髪 

 
11 
知
似
下
地
尓
也 

 

童
名
蒲
戸 

                                        

               

 

*1 

行
間
に
朱
筆
で
挿
入
（
後
日
の
挿
入
） 

*2
「
号
」
が
脱 
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父
母
同
兄
知
敷 

 

道
光
四
年
甲
申
四
月
十
七
日
生 

尚
育
王
世
代 

 

道
光
十
八
年
戊
戌
十
一
月
十
八
日
結
片
髪 

 

12 

知
量
下
地
尓
也 

 

童
名
屋
真 

 

父
母
同
兄
知
尋 

 

道
光
七
年
丁
亥
十
月
十
三
日
生 

尚
育
王
世
代 

 

道
光
二
十
年
庚
子
八
月
十
三
日
結
片
髪 

 

13 

知
起
下
地
尓
也 

 

童
名
蒲
戸 

 

父
母
同
兄
知
尋 

 

道
光
十
六
年
丙
申
四
月
十
日
生 

尚
泰
王
世
代 

 

道
光
三
十
年
十
一
月
七
日
結
片
髪 

 

14 

知
意 

 

童
名
金 

 

父
照
屋
筑
登
之
親
雲
上
知□

八
代
平
良
尓
也
知
逸 

 

母
白
川
氏
新
里
筑
登
之
恵
方
長
女
蒲
戸 

 
 

嘉
慶
十
一
年
丙
寅
六
月
二
十
日
生 

 

道
光
十
五
年
乙
未
八
月
四
日
生 

尚
泰
王
世
代 

 

道
光
三
十
年
庚
戌
十
一
月
十
一
日
〔
結
〕
*1

片
髪 

 

15 

知
令 

 

童
名
蒲
戸 

 

父
母
同
兄
知
意 

 

道
光
十
九
年
己
亥
六
月
八
日
生 

 

同
二
十
年
庚
子
二
月
十
日
去 

 

16 

知
集
下
地
尓
也 

 

童
名
蒲
戸 

 

父
九
代
下
地
尓
也
知
量 

 

母
染
地
氏
川
満
尓
也
実
修
長
女
善 

 
 

道
光
三
年
癸
未
九
月
八
日
生
*2 

 

道
光
二
十
六
年
丙
午
十
月
十
一
日
生 

尚
泰
王
世
代 

 
咸
豊
八
年
戊
午
*3

三
月
六
日
結
片
髪 

                                         

               

 

*1
本
文
脱
字 

*2 

文
字
が
小
さ
い
の
で
、
後
世
の
挿
入
で
あ
ろ
う
。 

*3
文
字
は
「
牛
」
で
あ
る
が
、
誤
記
と
判
断
し
、
正
し
い
干
支
を
記
し
た
。 
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17 

知
任
下
地
尓
也 

 

童
名
蒲
戸 

 
父
母
同
兄
知
集 

 

道
光
二
十
八
年
戊
辰
八
月
十
日
生 

尚
泰
王
世
代 

 

咸
豊
十
一
年
辛
酉
十
一
月
十
日
結
片
髪 

 

18 

知
順
下
地
尓
也 

 

童
名
蒲
戸 

 

父
母
同
兄
知
集 

 

咸
豊
三
年
癸
丑
五
月
二
十
二
日
生 

尚
泰
王
世
代 

 

同
治
六
年
丁
卯
十
一
月
十
二
日
結
片
髪 

 

19 

知
包
下
地
尓
也 

 

童
名
蒲
戸 

 

父
母
同
兄
知
集 

 

咸
豊
五
年
乙
卯
十
月
二
十
日
生 

尚
泰
王
世
代 

 

同
治
八
年
己
巳
九
月
九
日
結
片
髪 

 

20 

知
序
下
地
仁
也 

 

童
名
蒲
戸 

 

父
母
同
兄
知
集 

 

同
治
二
年
癸
亥
十
月
十
八
日
生 

尚
泰
王
世
代 

 

光
緒
三
年
丁
丑
十
一
月
十
五
日
結
片
髪 

 

21 

知
員
下
地
尓
也 

 

童
名
蒲
戸 

 

父
九
代
下
地
尓
也
知
似 

 

母
宮
金
氏
砂
川
尓
也
寛
教 

 
 

道
光
七
年
丁
亥
三
月
十
三
日
生 

 

咸
豊
元
年
辛
亥
八
月
十
三
日
生 

尚
泰
王
世
代 

 

咸
豊
九
年
癸
未
十
一
月
朔
日
結
片
髪
*1 

 

22 

知
章
下
地
仁
也 

 

童
名
宇
武
屋 

 

父
母
同
兄
知
員 

 

同
治
元
年
壬
戌
三
月
十
五
日 

尚
泰
王
世
代 

 

光
緒
二
年
十
一
月
六
日
結
片
髪 

                                         

               

 

*1 

写
真
で
は
確
認
で
き
な
い
。
元
服
の
年
令
が
早
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
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23 

知
祐
下
地
仁
也 

 

童
名
蒲 

 
父
母
同
兄
知
員 

 

同
治
四
年
乙
丑
正
月
三
日
生 

尚
泰
王
世
代 

 
 

光
緒
五
年
己
卯
十
一
月
十
日
結
片
髪 

 

24 

知
説
*1 

 

童
名
蒲
戸 

 

父
九
代
佐
和
田
仁
也
知
尋 

 

母
宮
金
氏
下
地
仁
也
寛
明
長
女
嘉
那 

 
 

道
光
十
一
年
辛
卯
十
月
五
日
生 

尚
泰
王
世
代 

 

咸
豊
九
年
己
未
十
一
月
朔
日
結
片
髪 

 

25 

知
可 

 

童
名
亀 

 

父
母
（
兄
）
知
説 

 
 

母
白
川
氏
渡
久
山
筑
登
之
恵
理
二
女
松 

 
 

道
光
十
五
年
乙
未
八
月
七
日
生 

 

咸
豊
八
年
戊
午
二
月
一
日
生 

                                        

               

 

*1
手
書
き
原
稿
で
は
「
知
悦
」
と
な
っ
て
い
る
。
後
に
「
知
悦
」
に
変
更 

 

26 

知
相 

 

童
名
武
佐 

 

父
母
同
兄
知
可 

 

同
治
元
年
壬
戌
九
月
朔
日
生 

 

28 

知
辰
*1 

 

童 

名
武
佐 

 

父
母
同
兄
知
可 

 

同
治
七
年
戊
辰
八
月
十
日
生 

 

尚
泰
王
世
代 

 

同
治
六
年
丁
卯
十
二
月
六
日
結
髪
*2 

 

29 

知
教
渡
久
山
尓
也 

 

童
名
武
佐 

 

父
九
代
下
地
仁
也
知
起 

 

母
馬
続
氏
粟
国
仁
也
良
庶
長
女
蒲 

 
 
 

道
光
十
九
年
己
亥
九
月
八
日
生
．
． 

 
30 
知
躰 

 

童
名
蒲 

                                        

               

 

*1
手
書
き
原
稿
で
は
「
知
良
」
と
な
っ
て
い
る
。 

*2
年
代
が
合
わ
な
い
。
別
人
の
も
の
で
あ
ろ
う
。 
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父
母
同
兄
知
教 

 

明
治
十
年
十
一
月
二
十
日
生 

 

31 
知
明
下
地
仁
屋 

 

童
名
加
那 

 

父
十
一
代
下
地
仁
也
知
集 

 

母
宮
金
氏
河
充
尓
也
寛
睦
長
女
蒲 

 
 

道
光
二
十
七
年
丁
未
九
月
二
日
生 

 

同
治
八
年
乙
己
五
月
十
三
日
生 

尚
泰
王
世
代 

【
脱
】
*1 

 

32 

知
貴
下
地
仁
也 

 

童
名
蒲
戸 

 

父
母
同
兄
知
明 

 
 

光
緒
二
年
丙
子
六
月
二
十
七
日
生 

尚
泰
王
世
代 

 
 

光
緒
十
八
年
壬
辰
九
月
九
日
片
髪 

 

33 

知
花
下
地
【
塩
川
】
仁
屋 

童
名 

屋
真 

                                        

               

 

*1
元
服
月
日
無
し 

 

父
母
同
兄
知
明 

 
  

光
緒
九
年
癸
未
十
一
月
十
一
日
生 

 
 

明
治
三
十
酉マ

マ

八
月
九
日
元
服 

 

34 

知
之
下
地
仁
屋 

 

童
名
蒲
戸 

 

同
兄
知
明 

 

【
父
脱
カ

】
母
同
兄
知
明 

 
  

光
緒
十
二
年
丙
戌
二
月
二
十
九
日
生 

 
 
 
 
 
 

明
治
三
十
三
庚
子
八
月
九
日
元
服 

 

35 

知
伝 

 

童
名 

蒲
戸
金 

 

父
母
同
兄
知
明 

 
  

光
緒
十
六
年
庚
寅
五
月
六
日
生 

 

 
 36 

知
幸
下
地
尓
也 

 

童
名
蒲
戸 

 
父
十
代
下
地
尓
也 

 

母
白
川
氏
佐
和
田
尓
也
恵
農
二
女
屋
真 

 
 

咸
豊
四
年
甲
寅
十
月
朔
日
性 

 

同
治
十
二
年
癸
酉
八
月
二
十
二
日
生 

尚
泰
王
世
代 
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光
緒
十
二
年
丙
戌
十
一
月
二
十
七
日
結
片
髪 

 
38 
知
全 

 

童
名 
亀 

父
母
同
兄
知
幸 

光
緒
三
年
丁
丑
十
一
月
十
一
日
生 

 

39 

知
言 

 

童
名 

蒲 

 

父
母
照
屋
筑
登
之
親
雲
上
知
□
九
代
平
良
仁
也
知
意 

 

【
母
脱
】 

 
 

道
光
十
五
年
乙
未
二
月
十
五
日
生
*1 

 

 

同
治
十
三
年
甲
戌
九
月
十
五
日
生 

 

40 

知
祥
【
登
】 

 

童
名 

多
呂 

 

父
十
代
下
地
仁
也
知
員 

 

母
馬
続
氏
上
地
仁
也
良
知
二
女
志
良
比 

 
 

道
光
二
十
九
年
乙
酉
三
月
二
十
六
日
生 

 

光
緒
六
年
庚
辰
九
月
十
八
日
生 

尚
泰
王
時
代
（
マ
マ
） 

                                        

               

 

*1 

母
親
の
生
年
月
日
で
あ
ろ
う
。 

 

光
緒
十
九
年
癸
巳
九
月
九
日
結
片
髪 

 

41 

知
茂 

 

童
名
蒲 

 

父
十
代
下
地
仁
也
知
章 

 

母
宮
金
氏
下
地
仁
也
寛
伴
二
女 

 
 

咸
豊
九
年
己
未
九
月
十
三
日
生 

 

光
緒
十
一
年
乙
酉
九
月
二
日
生 

 

明
治
三
十
三
庚
子
十
一
月
十
三
日
元
服 

 

42 

知
教 

 

童
名
蒲
戸 

 

母
同
兄
知
茂 

 

光
緒
十
九
年
癸
巳
九
月
二
十
七
日
生 

 

43 

知
祥 

塩
川 

 

童
名
屋
真 

 

父
十
代
下
地
仁
也
知
序 

 
母
馬
続
氏
粟
国
仁
也
良
任
長
女
蒲
戸
免
嘉 

 
 

同
治
四
年
乙
丑
十
月
十
五
日
生 

 

光
緒
十
一
年
乙
酉
五
月
十
七
日
生1

8
8

5 

 

明
治
三
十
一
年
戊
戌
十
月
二
十
四
日
元
服 
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44 

知
建 

塩
川
尓
也 

 

童
名
亀 

 
同
兄
知
祥 

 

光
緒
十
五
年
己
丑
六
月
二
十
五
日
生 

 

明
治
三
十
四
年
九
月
九
日
結
片
髪 

 

45 

知
行 

 

父
母
知
祥 

 

光
緒
廿
一
年
乙
未
四
月
五
日
生 

 

明
治
二
十
七
年 

月 

日 

 

（
注
記
：
知
幸
の
下
に
弟
が
い
る
が
す
べ
て
日
本
元
号
で
記
さ
れ
て
い

る
の
で
採
録
し
な
か
っ
た
。
な
お
系
図
に
は
名
の
み
示
し
た
） 


